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中 央 会

　
６
月
18
日
、鳥
取
市
今
町「
ホ
テ
ル
ニ

ュ
ー
オ
ー
タ
ニ
鳥
取
」に
お
い
て
、会
員

代
表
者
約
１
２
０
名
が
出
席
し
、令
和

７
年
度
通
常
総
会
を
開
催
、事
業
報
告
・

収
支
決
算
書
な
ど
４
議
案
を
原
案
ど
お

り
承
認
し
た
。ま
た
、総
会
に
先
立
っ
て
、

優
良
組
合
及
び
功
労
の
あ
っ
た
役
職
員

に
対
し
会
長
表
彰
が
行
わ
れ
た
。

　

表
彰
式
で
は
、
優
良
組
合
並
び
に
組

合
功
労
役
員
、
組
合
功
労
職
員
に
対
し
、

中
央
会
会
長
表
彰
を
行
っ
た
。

　

引
き
続
い
て
通
常
総
会
を
開
催
し
、

令
和
６
年
度
事
業
報
告
並
び
に
収
支
決

算
書
承
認
の
件
、
令
和
６
年
度
基
本
財

産
収
支
決
算
書
承
認
の
件
、
令
和
６
年

度
会
館
建
設
に
係
る
基
本
財
産
特
別
会

計
事
業
報
告
並
び
に
収
支
決
算
書
承
認

の
件
、
令
和
６
度
共
済
事
業
特
別
会
計

事
業
報
告
並
び
に
収
支
決
算
書
承
認
の

件
の
４
議
案
が
原
案
ど
お
り
承
認
さ
れ

た
。

　

ま
た
、
岩
﨑
会
長
が
挨
拶
を
行
い
、

令
和
６
年
度
に
は
念
願
で
あ
っ
た
新
会

館
が
竣
工
、
竣
工
祝
賀
会
を
開
催
で
き

た
こ
と
に
対
し
、
会
員
並
び
に
関
係
先

へ
感
謝
の
意
を
伝
え
た
後
、「
原
材
料
高
、

原
油
価
格
の
高
騰
等
が
押
下
げ
要
因
な

ど
と
な
っ
て
い
る
中
、
充
分
な
価
格
転

嫁
も
で
き
ず
、
ま
た
、
収
益
が
圧
迫
さ

れ
て
い
る
中
で
の
賃
上
げ
へ
の
対
応
や

物
流
の
２
０
２
４
年
問
題
等
の
対
応
に

加
え
ト
ラ
ン
プ
関
税
の
影
響
が
懸
念
さ

れ
る
な
ど
、
厳
し
い
状
況
が
続
い
て
い

る
。
中
小
企
業
が
持
続
的
に
成
長
発
展

し
て
い
く
た
め
に
は
、
互
い
の
経
営
資

源
を
補
完
し
合
い
、
共
同
の
力
で
課
題

解
決
に
取
り
組
む
組
合
の
役
割
こ
そ
が

重
要
と
な
る
。
本
会
で
は
、
組
合
の
設

立
は
も
と
よ
り
既
存
組
合
並
び
に
構
成

員
企
業
の
経
営
改
善
並
び
に
経
営
力
強

化
の
た
め
、
業
界
の
Ｐ
Ｒ
映
像
制
作
や

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
事
業
を
活
用
し
た

人
材
確
保
や
働
き
方
改
革
の
推
進
、 

Ｄ

Ｘ
時
代
に
向
け
た
デ
ジ
タ
ル
化
対
応
、

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
や
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル

へ
の
対
応
、
国
の
も
の
づ
く
り
補
助
金

や
省
力
化
投
資
補
助
金
、
県
の
産
業
未 「

連
携
に
よ
る
地
域
課
題
解
決
と

　
　
革
新
に
よ
る
持
続
的
な
成
長
発
展
」

令
和
７
年
度
通
常
総
会

〜
活
力
あ
る
地
域
経
済
の
実
現
、持
続
可
能
な
地
域
振
興
の
推
進
〜

来
共
創
補
助
金
な
ど
を
活
用
し
た
生
産

性
向
上
や
新
事
業
展
開
、
さ
ら
に
は
事

業
承
継
の
円
滑
化
支
援
、
組
合
等
の
若

手
リ
ー
ダ
ー
の
人
材
養
成
や
販
路
開
拓

支
援
等
、
新
た
な
需
要
の
創
出
や
雇
用

の
維
持
・
拡
大
を
図
り
、
本
県
産
業
の

振
興
と
地
域
社
会
の
発
展
に
貢
献
し
て

い
く
。
ま
た
、
脱
炭
素
化
へ
の
取
り
組

み
や
、
物
価
高
騰
や
人
件
費
高
騰
へ
の

対
応
支
援
を
積
極
的
に
推
進
す
る
」
と

基
本
的
な
今
年
度
事
業
の
考
え
を
示
し

た
。

　

引
き
続
き
祝
賀
会
を
開
催
し
、
来
賓

と
代
表
し
て
平
井
伸
治
鳥
取
県
知
事
、

福
田
俊
史
鳥
取
県
議
会
議
長
よ
り
ご
挨

拶
を
い
た
だ
き
、
馬
野
慎
一
郎
鳥
取
県

商
工
会
連
合
会
会
長
の
乾
杯
の
後
、
盛

大
に
祝
宴
を
行
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
（
事
務
局
次
長　

亀
井
）
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令和7年7月1日

（
設
立
年
月
日
、生
年
月
日
順
、敬
称
略
）

会
長
表
彰

優
良
組
合
（
２
組
合
）

亜
細
亜
未
来
事
業
協
同
組
合

鳥
取
ラ
イ
フ
ビ
ジ
ョ
ン
事
業
協
同
組
合

組
合
功
労
役
員
（
13
名
）

中
村　
　

隆

　
　
智
頭
街
道
商
店
街
振
興
組
合

濱
田　

正
道

　
　
米
子
管
工
事
業
協
同
組
合

森
本　

省
治

　
　
鳥
取
県
解
体
工
事
業
協
同
組
合

米
村　

年
博

　
　
鳥
取
県
穀
物
検
査
協
同
組
合

荒
西　

隆
光

　
　
鳥
取
県
東
部
ト
ラ
ッ
ク
事
業
協
同
組
合

島
谷　

憲
司

　
　
境
港
鮮
魚
仲
買
協
同
組
合

北
野　

勝
宏

　
　
鳥
取
県
電
気
工
事
業
工
業
組
合

木
下　

貴
啓

　
　
協
同
組
合
鳥
取
鉄
工
セ
ン
タ
ー

西
山　

篤
夫

　
　
赤
帽
鳥
取
県
軽
自
動
車
運
送
協
同
組
合

松
本　

敏
秀

　
　
協
同
組
合
和
田
浜
工
業
団
地

森
脇　

哲
雄

　
　
境
港
水
産
流
通
協
同
組
合

木
村　

憲
司

　
　
光
和
商
工
協
同
組
合

山
口　

尚
文

　
　
鳥
取
県
西
部
ト
ラ
ッ
ク
事
業
協
同
組
合

組
合
功
労
職
員
（
７
名
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黒
住　

早
苗

　
　
エ
レ
ク
ト
ロ
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
協
同
組
合

中
原　

久
江

　
　
鳥
取
た
ば
こ
販
売
協
同
組
合

山
本　

章
人

　
　
菌
興
椎
茸
協
同
組
合

生
田　

智
章

　
　
鳥
取
県
金
属
熱
処
理
協
業
組
合

湯
谷
真
由
子

　
　
鳥
取
県
東
部
地
区
生
コ
ン
ク
リ
ー
ト
協
同
組
合

武
田　

夏
子

　
　
鳥
取
県
電
気
工
事
業
工
業
組
合

加
治
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０
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催
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収
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、
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引
き
続
い
て
通
常
総
会
を
開
催
し
、
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和
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並
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６
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下
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要
因
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ど
と
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っ
て
い
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中
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分
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格
転

嫁
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き
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ま
た
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収
益
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圧
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い
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中
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ど
、
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が
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中
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業
が
持
続
的
に
成
長
発
展

し
て
い
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た
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に
は
、
互
い
の
経
営
資

源
を
補
完
し
合
い
、
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の
力
で
課
題

解
決
に
取
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組
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組
合
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役
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重
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る
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会
で
は
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組
合
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設
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は
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と
よ
り
既
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組
合
並
び
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成
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企
業
の
経
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善
並
び
に
経
営
力
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業
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Ｒ
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制
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イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
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業
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用
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た

人
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や
働
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推
進
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Ｄ

Ｘ
時
代
に
向
け
た
デ
ジ
タ
ル
化
対
応
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Ｄ
Ｇ
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や
カ
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ボ
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ト
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対
応
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金
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金
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産
業
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功労役員表彰の様子

平井知事よりご祝辞
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共
創
補
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金
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ど
を
活
用
し
た
生
産
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や
新
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業
展
開
、
さ
ら
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事

業
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滑
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合
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手
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献
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取
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。
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令和7年7月1日 シ リ ー ズ

２
０
２
５
年
版　
中
小
企
業
白
書
・
小
規
模
企
業
白
書
の
ポ
イ
ン
ト 

❷

自
社
の
現
状
を
把
握
し
、

　
　
適
切
な
対
策
を
打
つ
経
営
力
が
ポ
イ
ン
ト

■
経
営
戦
略

① 

製
品
・
商
品
・
サ
ー
ビ
ス
の
差
別
化

と
外
部
環
境
を
意
識
し
た
経
営
戦
略

　

競
合
他
社
に
対
す
る
差
別
化
と
し
て

最
も
重
視
し
て
い
る
要
素
を
見
る
と
、

「
顧
客
と
の
密
着
性
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
」
を
重
視
し
て
い
る
と
い
う
回

答
割
合
が
最
も
高
く
、
次
い
で
「
高
い

品
質
」、「
希
少
価
値
・
プ
レ
ミ
ア
ム
感
」

と
続
い
て
い
る
。「
特
に
差
別
化
を
意
識

し
て
い
な
い
」
と
回
答
し
た
事
業
者
も

一
定
数
存
在
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。

ま
た
、
業
種
別
に
見
る
と
「
製
造
業
」

や
「
建
設
業
」
で
は
「
高
い
品
質
」、「
卸

売
業
」
や
「
小
売
業
」
で
は
「
顧
客
と

の
密
着
性
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」
を

重
視
し
て
い
る
割
合
が
高
く
、
業
種
に

よ
り
傾
向
の
違
い
が
見
ら
れ
る
。
ま
た
、

「
建
設
業
」
や
「
運
輸
業
、
郵
便
業
」
で

は
「
特
に
差
別
化
を
意
識
し
て
い
な
い
」

の
割
合
が
、
他
の
業
種
と
比
較
し
て
高

い
こ
と
が
分
か
る
。

② 

外
部
環
境

　

経
営
戦
略
策
定
や
新
規
事
業
の
検
討

で
最
も
重
視
す
る
外
部
環
境
を
見
る
と
、

「
競
合
他
社
の
特
徴
・
動
向
」
を
重
視

し
て
い
る
と
い
う
回
答
割
合
が
最
も
高

い
。「
特
に
外
部
環
境
は
重
視
し
て
い
な

い
」
と
回
答
し
て
い
る
事
業
者
も
一
定

数
存
在
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
ま

た
、
業
種
別
に
見
る
と
多
く
の
業
種
で
、

「
競
合
他
社
の
特
徴
・
動
向
」
を
重
視
し

て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
ま
た
、「
製
造

業
」
や
「
情
報
通
信
業
」
で
は
「
ニ
ッ

チ
な
市
場
で
あ
る
こ
と
」
と
回
答
し
た

割
合
が
他
の
業
種
と
比
較
し
て
高
く
、

大
企
業
が
参
入
し
難
い
領
域
に
注
目
し

て
事
業
展
開
を
行
う
戦
略
を
採
っ
て
い

る
可
能
性
が
あ
る
。
ま
た
、「
建
設
業
」

や
「
運
輸
業
、
郵
便
業
」
で
は
「
特
に

外
部
環
境
は
重
視
し
て
い
な
い
」
と
回

答
し
た
割
合
が
、
他
の
業
種
と
比
較
し

て
高
い
こ
と
が
分
か
る
。（
図
１
）

■
経
営
の
透
明
性
・
開
放
性

① 

組
織
運
営

　
「
従
業
員
へ
の
経
営
理
念
・
ビ
ジ
ョ
ン

の
共
有
」、「
従
業
員
へ
の
業
績
・
財
務

内
容
・
議
事
録
な
ど
経
営
情
報
の
共
有
」、

「
業
務
の
属
人
化
・
ブ
ラ
ッ
ク
ボ
ッ
ク
ス

化
の
防
止
」
へ
の
取
組
状
況
を
見
る
と
、

「
従
業
員
へ
の
経
営
理
念
・
ビ
ジ
ョ
ン
の

共
有
」
に
は
約
７
割
が
取
り
組
ん
で
お

り
、
他
の
２
項
目
に
つ
い
て
は
、
５
〜

６
割
の
事
業
者
が
取
り
組
ん
で
い
る
こ

と
が
分
か
っ
た
。
従
業
員
規
模
別
の
取

組
状
況
を
見
る
と
、
従
業
員
規
模
が
大

き
な
事
業
者
ほ
ど
組
織
運
営
の
透
明
化

に
取
り
組
ん
で
い
る
こ
と
が
分
か
る
。

従
業
員
数
が
増
え
る
ほ
ど
、
経
営
者
自

ら
が
従
業
員
に
経
営
理
念
を
理
解
・
浸

透
さ
せ
る
こ
と
が
難
し
く
な
る
こ
と
へ

の
対
応
や
脱
属
人
化
に
よ
る
効
率
化
、

ノ
ウ
ハ
ウ
の
喪
失
及
び
業
務
停
滞
等
の

リ
ス
ク
防
止
の
た
め
に
透
明
性
を
高
め

る
取
組
を
行
っ
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
。

（
図
２
）

■
人
材
戦
略

① 

人
材
の
不
足
感

　

２
０
２
３
年
と
２
０
２
４
年
の
人
材

の
過
不
足
状
況
を
見
る
と
、
ど
ち
ら
も

「
不
足
」
の
割
合
が
高
く
、「
２
０
２
４

年
」は「
２
０
２
３
年
」に
比
べ
、「
不
足
」

と
回
答
し
た
割
合
が
若
干
増
加
し
て
い

る
。
中
小
企
業
の
人
材
の
不
足
感
は
高

止
ま
り
局
面
が
継
続
し
て
い
る
様
子
が

う
か
が
え
る
。（
図
３
）
ま
た
、
従
業
員

規
模
別
に
見
る
と
、
従
業
員
規
模
が
大

き
な
事
業
者
ほ
ど
人
材
不
足
を
感
じ
て

お
り
、
特
に
従
業
員
数
30
名
超
の
事
業

者
で
は
、
人
材
の
不
足
感
が
強
く
な
る

傾
向
に
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。

　

２
０
２
４
年
に
お
い
て
人
材
が
「
不

足
」
又
は
「
や
や
不
足
」
と
回
答
し
た

事
業
者
に
お
け
る
不
足
し
て
い
る
職
種

を
企
業
規
模
別
に
見
る
と
、「
中
規
模
企

業
」、「
小
規
模
事
業
者
」
共
に
、
特
に

製
造
作
業
者
・
販
売
従
業
者
・
サ
ー
ビ

ス
職
業
従
業
者
・
運
輸
従
業
者
・
建
設

作
業
者
と
い
っ
た
現
場
作
業
に
従
事
し

て
い
る
「
現
業
職
」
が
不
足
し
て
い
る

こ
と
が
分
か
る
。

■
人
材
確
保
の
取
組

① 

賃
金

　

賃
上
げ
の
実
施
状
況
別
に
直
近
３
年

間
で
採
用
し
た
従
業
員
の
定
着
率
を
見

た
も
の
を
見
る
と
、
賃
上
げ
率
が
高
い

事
業
者
ほ
ど
定
着
率
「
７
割
以
上
」
の

割
合
が
高
い
こ
と
が
分
か
る
。
ま
た
、

「
賃
上
げ
を
し
て
い
な
い
」
事
業
者
で
は
、

定
着
率
「
３
割
未
満
」
の
割
合
が
高
い

こ
と
が
分
か
り
、
賃
上
げ
が
定
着
率
に

影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
可
能
性
が
高
い

と
考
え
ら
れ
る
。（
図
４
）

② 

採
用

　

外
国
人
労
働
者
数
と
就
業
者
数
全
体

に
占
め
る
割
合
の
推
移
に
つ
い
て
見
る

と
、外
国
人
労
働
者
数
・
割
合
共
に
増
加

傾
向
に
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。
外
国
人

労
働
者
の
活
用
拡
大
は
人
材
不
足
緩
和

の
一
助
に
な
る
可
能
性
が
あ
る
。（
図
５
）

中
小
企
業
白
書（
抜
粋
）

新
た
な
時
代
に
挑
む

中
小
企
業
の
経
営
力
と

成
長
戦
略

第2部

　

ま
た
、
外
国
人
労
働
者
数
の
推
移
を

在
留
資
格
別
に
見
る
と
、
全
て
の
在
留

資
格
（
技
能
実
習
等
）
で
増
加
が
確
認

さ
れ
、
特
に
「
専
門
的
・
技
術
的
分
野

の
在
留
資
格
」
の
増
加
が
顕
著
で
あ
る

こ
と
が
見
て
取
れ
る
。

③ 

職
場
環
境
の
改
善

　
（
図
６
）
は
人
材
確
保
に
効
果
が
あ
っ

た
と
考
え
ら
れ
る
働
き
方
改
善
の
取
組

を
、
従
業
員
数
の
増
加
状
況
別
に
見
た

も
の
で
あ
る
。
こ
れ
を
見
る
と
、「
有
給

休
暇
・
育
児
休
業
な
ど
休
暇
が
取
得
し

や
す
い
職
場
づ
く
り
」、「
時
間
外
労
働

の
削
減
」、「
福
利
厚
生
の
充
実
」
な
ど

が
人
材
確
保
に
寄
与
す
る
可
能
性
が
あ

る
。
一
方
、
従
業
員
数
が
「
増
加
し
て

い
な
い
」
事
業
者
で
は
「
特
に
働
き
方

改
善
の
取
組
を
行
っ
て
い
な
い
」
の
割

合
が
高
く
、
働
き
方
改
善
の
取
組
を
行

う
こ
と
が
人
材
確
保
に
寄
与
し
て
い
る

可
能
性
が
示
唆
さ
れ
る
。

■
事
業
承
継

① 

事
業
承
継
の
状
況

　

50
歳
以
上
の
経
営
者
に
つ
い
て
、
経

営
者
の
年
代
別
に
後
継
者
の
選
定
状
況

に
つ
い
て
確
認
す
る
と
経
営
者
の
年
代

が
上
が
る
に
つ
れ
て
、
後
継
者
が
決
定

し
て
い
る
割
合
が
高
ま
っ
て
お
り
、
事

業
承
継
に
備
え
て
い
る
様
子
が
う
か
が

え
る
。（
図
７
）

　

ま
た
、売
上
高
規
模
別
に
見
る
と
、売

上
高
規
模
間
で
後
継
者
の
選
定
状
況
に

大
き
な
違
い
は
見
ら
れ
な
い
。
事
業
承

継
は
一
朝
一
夕
に
は
い
か
ず
、
特
に
取

引
先
や
従
業
員
等
の
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ

ー
が
多
い
売
上
高
規
模
が
大
き
な
事
業

者
で
は
、
早
め
に
事
業
承
継
に
備
え
る

こ
と
が
重
要
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
企
業

類
型
別
に
見
る
と
、「
同
族
企
業
」
は
、

他
の
類
型
に
比
べ
て
「
後
継
者
が
決
ま

っ
て
い
る（
本
人
の
了
承
を
得
て
い
る
）」

割
合
が
高
い
こ
と
が
分
か
る
。
ま
た
、

「
パ
ブ
リ
ッ
ク
企
業
」、「
所
有
と
経
営
の

分
離
企
業
」
で
は
、「
後
継
者
候
補
は
い

る
が
、
本
人
の
了
承
を
得
て
い
な
い
」、

「
事
業
承
継
し
た
い
が
後
継
者
は
未
定
」

を
合
わ
せ
た
割
合
が
高
い
こ
と
が
分
か

っ
た
。

競合他社の特徴・動向

価格決定力を持てること

ニッチな市場であること
仕入れ・調達の安定性

個人消費の特徴・動向

特に外部環境は
重視していない

市場の成長段階
その他

0 20 40 60 80 100（%）

情報通信業（n=542）

運輸業、郵便業
（n=899）

宿泊業、飲食サービス業
（n=1,315）

小売業（n=2,330）

卸売業（n=3,660）

建設業（n=5,605）

製造業（n=5,713）

（図1） 経営戦略策定や新規事業の検討で最も重視する外部環境（業種別）

資料：（株）帝国データバンク「令和６年度中小企業の経営課題と事業活動に関する調査」
（注）「その他」は、「参入障壁が高いこと」、「代替品が現れるリスク」、「環境問題対応の影響を受けるか」、「大きい市場であること」、「その他」と回答した事業者の合計。
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■
経
営
戦
略

① 

製
品
・
商
品
・
サ
ー
ビ
ス
の
差
別
化

と
外
部
環
境
を
意
識
し
た
経
営
戦
略

　

競
合
他
社
に
対
す
る
差
別
化
と
し
て

最
も
重
視
し
て
い
る
要
素
を
見
る
と
、

「
顧
客
と
の
密
着
性
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
」
を
重
視
し
て
い
る
と
い
う
回

答
割
合
が
最
も
高
く
、
次
い
で
「
高
い

品
質
」、「
希
少
価
値
・
プ
レ
ミ
ア
ム
感
」

と
続
い
て
い
る
。「
特
に
差
別
化
を
意
識

し
て
い
な
い
」
と
回
答
し
た
事
業
者
も

一
定
数
存
在
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。

ま
た
、
業
種
別
に
見
る
と
「
製
造
業
」

や
「
建
設
業
」
で
は
「
高
い
品
質
」、「
卸

売
業
」
や
「
小
売
業
」
で
は
「
顧
客
と

の
密
着
性
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」
を

重
視
し
て
い
る
割
合
が
高
く
、
業
種
に

よ
り
傾
向
の
違
い
が
見
ら
れ
る
。
ま
た
、

「
建
設
業
」
や
「
運
輸
業
、
郵
便
業
」
で

は
「
特
に
差
別
化
を
意
識
し
て
い
な
い
」

の
割
合
が
、
他
の
業
種
と
比
較
し
て
高

い
こ
と
が
分
か
る
。

② 

外
部
環
境

　

経
営
戦
略
策
定
や
新
規
事
業
の
検
討

で
最
も
重
視
す
る
外
部
環
境
を
見
る
と
、

「
競
合
他
社
の
特
徴
・
動
向
」
を
重
視

し
て
い
る
と
い
う
回
答
割
合
が
最
も
高

い
。「
特
に
外
部
環
境
は
重
視
し
て
い
な

い
」
と
回
答
し
て
い
る
事
業
者
も
一
定

数
存
在
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
ま

た
、
業
種
別
に
見
る
と
多
く
の
業
種
で
、

「
競
合
他
社
の
特
徴
・
動
向
」
を
重
視
し

て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
ま
た
、「
製
造

業
」
や
「
情
報
通
信
業
」
で
は
「
ニ
ッ

チ
な
市
場
で
あ
る
こ
と
」
と
回
答
し
た

割
合
が
他
の
業
種
と
比
較
し
て
高
く
、

大
企
業
が
参
入
し
難
い
領
域
に
注
目
し

て
事
業
展
開
を
行
う
戦
略
を
採
っ
て
い

る
可
能
性
が
あ
る
。
ま
た
、「
建
設
業
」

や
「
運
輸
業
、
郵
便
業
」
で
は
「
特
に

外
部
環
境
は
重
視
し
て
い
な
い
」
と
回

答
し
た
割
合
が
、
他
の
業
種
と
比
較
し

て
高
い
こ
と
が
分
か
る
。（
図
１
）

■
経
営
の
透
明
性
・
開
放
性

① 

組
織
運
営

　
「
従
業
員
へ
の
経
営
理
念
・
ビ
ジ
ョ
ン

の
共
有
」、「
従
業
員
へ
の
業
績
・
財
務

内
容
・
議
事
録
な
ど
経
営
情
報
の
共
有
」、

「
業
務
の
属
人
化
・
ブ
ラ
ッ
ク
ボ
ッ
ク
ス

化
の
防
止
」
へ
の
取
組
状
況
を
見
る
と
、

「
従
業
員
へ
の
経
営
理
念
・
ビ
ジ
ョ
ン
の

共
有
」
に
は
約
７
割
が
取
り
組
ん
で
お

り
、
他
の
２
項
目
に
つ
い
て
は
、
５
〜

６
割
の
事
業
者
が
取
り
組
ん
で
い
る
こ

と
が
分
か
っ
た
。
従
業
員
規
模
別
の
取

組
状
況
を
見
る
と
、
従
業
員
規
模
が
大

き
な
事
業
者
ほ
ど
組
織
運
営
の
透
明
化

に
取
り
組
ん
で
い
る
こ
と
が
分
か
る
。

従
業
員
数
が
増
え
る
ほ
ど
、
経
営
者
自

ら
が
従
業
員
に
経
営
理
念
を
理
解
・
浸

透
さ
せ
る
こ
と
が
難
し
く
な
る
こ
と
へ

の
対
応
や
脱
属
人
化
に
よ
る
効
率
化
、

ノ
ウ
ハ
ウ
の
喪
失
及
び
業
務
停
滞
等
の

リ
ス
ク
防
止
の
た
め
に
透
明
性
を
高
め

る
取
組
を
行
っ
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
。

（
図
２
）

■
人
材
戦
略

① 

人
材
の
不
足
感

　

２
０
２
３
年
と
２
０
２
４
年
の
人
材

の
過
不
足
状
況
を
見
る
と
、
ど
ち
ら
も

「
不
足
」
の
割
合
が
高
く
、「
２
０
２
４

年
」は「
２
０
２
３
年
」に
比
べ
、「
不
足
」

と
回
答
し
た
割
合
が
若
干
増
加
し
て
い

る
。
中
小
企
業
の
人
材
の
不
足
感
は
高

止
ま
り
局
面
が
継
続
し
て
い
る
様
子
が

う
か
が
え
る
。（
図
３
）
ま
た
、
従
業
員

規
模
別
に
見
る
と
、
従
業
員
規
模
が
大

き
な
事
業
者
ほ
ど
人
材
不
足
を
感
じ
て

お
り
、
特
に
従
業
員
数
30
名
超
の
事
業

者
で
は
、
人
材
の
不
足
感
が
強
く
な
る

傾
向
に
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。

　

２
０
２
４
年
に
お
い
て
人
材
が
「
不

足
」
又
は
「
や
や
不
足
」
と
回
答
し
た

事
業
者
に
お
け
る
不
足
し
て
い
る
職
種

を
企
業
規
模
別
に
見
る
と
、「
中
規
模
企

業
」、「
小
規
模
事
業
者
」
共
に
、
特
に

製
造
作
業
者
・
販
売
従
業
者
・
サ
ー
ビ

ス
職
業
従
業
者
・
運
輸
従
業
者
・
建
設

作
業
者
と
い
っ
た
現
場
作
業
に
従
事
し

て
い
る
「
現
業
職
」
が
不
足
し
て
い
る

こ
と
が
分
か
る
。

■
人
材
確
保
の
取
組

① 

賃
金

　

賃
上
げ
の
実
施
状
況
別
に
直
近
３
年

間
で
採
用
し
た
従
業
員
の
定
着
率
を
見

た
も
の
を
見
る
と
、
賃
上
げ
率
が
高
い

事
業
者
ほ
ど
定
着
率
「
７
割
以
上
」
の

割
合
が
高
い
こ
と
が
分
か
る
。
ま
た
、

「
賃
上
げ
を
し
て
い
な
い
」
事
業
者
で
は
、

定
着
率
「
３
割
未
満
」
の
割
合
が
高
い

こ
と
が
分
か
り
、
賃
上
げ
が
定
着
率
に

影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
可
能
性
が
高
い

と
考
え
ら
れ
る
。（
図
４
）

② 

採
用

　

外
国
人
労
働
者
数
と
就
業
者
数
全
体

に
占
め
る
割
合
の
推
移
に
つ
い
て
見
る

と
、外
国
人
労
働
者
数
・
割
合
共
に
増
加

傾
向
に
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。
外
国
人

労
働
者
の
活
用
拡
大
は
人
材
不
足
緩
和

の
一
助
に
な
る
可
能
性
が
あ
る
。（
図
５
）

　

ま
た
、
外
国
人
労
働
者
数
の
推
移
を

在
留
資
格
別
に
見
る
と
、
全
て
の
在
留

資
格
（
技
能
実
習
等
）
で
増
加
が
確
認

さ
れ
、
特
に
「
専
門
的
・
技
術
的
分
野

の
在
留
資
格
」
の
増
加
が
顕
著
で
あ
る

こ
と
が
見
て
取
れ
る
。

③ 

職
場
環
境
の
改
善

　
（
図
６
）
は
人
材
確
保
に
効
果
が
あ
っ

た
と
考
え
ら
れ
る
働
き
方
改
善
の
取
組

を
、
従
業
員
数
の
増
加
状
況
別
に
見
た

も
の
で
あ
る
。
こ
れ
を
見
る
と
、「
有
給

休
暇
・
育
児
休
業
な
ど
休
暇
が
取
得
し

や
す
い
職
場
づ
く
り
」、「
時
間
外
労
働

の
削
減
」、「
福
利
厚
生
の
充
実
」
な
ど

が
人
材
確
保
に
寄
与
す
る
可
能
性
が
あ

る
。
一
方
、
従
業
員
数
が
「
増
加
し
て

い
な
い
」
事
業
者
で
は
「
特
に
働
き
方

改
善
の
取
組
を
行
っ
て
い
な
い
」
の
割

合
が
高
く
、
働
き
方
改
善
の
取
組
を
行

う
こ
と
が
人
材
確
保
に
寄
与
し
て
い
る

可
能
性
が
示
唆
さ
れ
る
。

■
事
業
承
継

① 

事
業
承
継
の
状
況

　

50
歳
以
上
の
経
営
者
に
つ
い
て
、
経

営
者
の
年
代
別
に
後
継
者
の
選
定
状
況

に
つ
い
て
確
認
す
る
と
経
営
者
の
年
代

が
上
が
る
に
つ
れ
て
、
後
継
者
が
決
定

し
て
い
る
割
合
が
高
ま
っ
て
お
り
、
事

業
承
継
に
備
え
て
い
る
様
子
が
う
か
が

え
る
。（
図
７
）

　

ま
た
、売
上
高
規
模
別
に
見
る
と
、売

上
高
規
模
間
で
後
継
者
の
選
定
状
況
に

大
き
な
違
い
は
見
ら
れ
な
い
。
事
業
承

継
は
一
朝
一
夕
に
は
い
か
ず
、
特
に
取

引
先
や
従
業
員
等
の
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ

ー
が
多
い
売
上
高
規
模
が
大
き
な
事
業

者
で
は
、
早
め
に
事
業
承
継
に
備
え
る

こ
と
が
重
要
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
企
業

類
型
別
に
見
る
と
、「
同
族
企
業
」
は
、

他
の
類
型
に
比
べ
て
「
後
継
者
が
決
ま

っ
て
い
る（
本
人
の
了
承
を
得
て
い
る
）」

割
合
が
高
い
こ
と
が
分
か
る
。
ま
た
、

「
パ
ブ
リ
ッ
ク
企
業
」、「
所
有
と
経
営
の

分
離
企
業
」
で
は
、「
後
継
者
候
補
は
い

る
が
、
本
人
の
了
承
を
得
て
い
な
い
」、

「
事
業
承
継
し
た
い
が
後
継
者
は
未
定
」

を
合
わ
せ
た
割
合
が
高
い
こ
と
が
分
か

っ
た
。

取り組んでいる 取り組んでいない

（図2） 組織運営の透明化への取組状況（従業員規模別）

（１）従業員への経営理念・ビジョンの共有

（図3） 人材の過不足状況

（図4） 従業員の定着状況（賃上げの実施状況別）

資料：（株）帝国データバンク「令和６年度中小企業の経営課題と事業活動に関する調査」
（注）１．各取組について、「取り組んでいる」は「十分取り組んでいる」、「ある程度取り組んでいる」と回答した事業者の合計。

「取り組んでいない」は、「ほとんど取り組んでいない」、「あまり取り組んでいない」と回答した事業者の合計。
２．ここでの従業員数は、2024年に常時雇用する正社員、パート・アルバイトの人数について聞いたもの。

資料：（株）帝国データバンク「令和６年度中小企業の経営課題と事業活動に関する調査」
（注）人材の過不足状況について、「過剰」は「過剰」、「やや過剰」と回答した事業者の合計。「不足」は「不足」、
　　「やや不足」と回答した事業者の合計。

資料：（株）帝国データバンク「令和６年度中小企業の経営課題と事業活動に関する調査」
（注）１．従業員の定着状況は、直近３年間で従業員を「採用した」と回答した事業者に対し、直近３年間で採用した

従業員の定着割合を聞いたもの。ここでの、直近３年間で採用した従業員の定着割合における「３割以上
７割未満」は、「３割以上５割未満」、「５割以上７割未満」と回答した事業者の合計。

２．賃上げの実施状況は、2024年における正社員一人当たりの賃上げ率について聞いたもの。
「０％超～５％未満」は「０％超～３％未満」、「３％以上～５％未満」と回答した事業者の合計。「賃上げをして
いない」は「据え置き（０％）」、「減少」と回答した事業者の合計。「正社員はいない」と回答した事業者は除く。
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（%）
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（n=3,145）

50名超100名以下
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100名超
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（２）業務の属人化・ブラックボックス化の防止

取り組んでいる 取り組んでいない
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（%）

30名以下
（n=16,408）

30名超50名以下
（n=3,145）

50名超100名以下
（n=2,866）

100名超
（n=2,169）

46.0

60.6

62.6

64.5

36.5

20.5

16.3

10.5

54.0

39.4

37.4

35.5

0 20 40 60 80 100
（%）

賃上げをしていない
（n=2,031）
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■
経
営
戦
略

① 

製
品
・
商
品
・
サ
ー
ビ
ス
の
差
別
化

と
外
部
環
境
を
意
識
し
た
経
営
戦
略

　

競
合
他
社
に
対
す
る
差
別
化
と
し
て

最
も
重
視
し
て
い
る
要
素
を
見
る
と
、

「
顧
客
と
の
密
着
性
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
」
を
重
視
し
て
い
る
と
い
う
回

答
割
合
が
最
も
高
く
、
次
い
で
「
高
い

品
質
」、「
希
少
価
値
・
プ
レ
ミ
ア
ム
感
」

と
続
い
て
い
る
。「
特
に
差
別
化
を
意
識

し
て
い
な
い
」
と
回
答
し
た
事
業
者
も

一
定
数
存
在
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。

ま
た
、
業
種
別
に
見
る
と
「
製
造
業
」

や
「
建
設
業
」
で
は
「
高
い
品
質
」、「
卸

売
業
」
や
「
小
売
業
」
で
は
「
顧
客
と

の
密
着
性
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」
を

重
視
し
て
い
る
割
合
が
高
く
、
業
種
に

よ
り
傾
向
の
違
い
が
見
ら
れ
る
。
ま
た
、

「
建
設
業
」
や
「
運
輸
業
、
郵
便
業
」
で

は
「
特
に
差
別
化
を
意
識
し
て
い
な
い
」

の
割
合
が
、
他
の
業
種
と
比
較
し
て
高

い
こ
と
が
分
か
る
。

② 

外
部
環
境

　

経
営
戦
略
策
定
や
新
規
事
業
の
検
討

で
最
も
重
視
す
る
外
部
環
境
を
見
る
と
、

「
競
合
他
社
の
特
徴
・
動
向
」
を
重
視

し
て
い
る
と
い
う
回
答
割
合
が
最
も
高

い
。「
特
に
外
部
環
境
は
重
視
し
て
い
な

い
」
と
回
答
し
て
い
る
事
業
者
も
一
定

数
存
在
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
ま

た
、
業
種
別
に
見
る
と
多
く
の
業
種
で
、

「
競
合
他
社
の
特
徴
・
動
向
」
を
重
視
し

て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
ま
た
、「
製
造

業
」
や
「
情
報
通
信
業
」
で
は
「
ニ
ッ

チ
な
市
場
で
あ
る
こ
と
」
と
回
答
し
た

割
合
が
他
の
業
種
と
比
較
し
て
高
く
、

大
企
業
が
参
入
し
難
い
領
域
に
注
目
し

て
事
業
展
開
を
行
う
戦
略
を
採
っ
て
い

る
可
能
性
が
あ
る
。
ま
た
、「
建
設
業
」

や
「
運
輸
業
、
郵
便
業
」
で
は
「
特
に

外
部
環
境
は
重
視
し
て
い
な
い
」
と
回

答
し
た
割
合
が
、
他
の
業
種
と
比
較
し

て
高
い
こ
と
が
分
か
る
。（
図
１
）

■
経
営
の
透
明
性
・
開
放
性

① 

組
織
運
営

　
「
従
業
員
へ
の
経
営
理
念
・
ビ
ジ
ョ
ン

の
共
有
」、「
従
業
員
へ
の
業
績
・
財
務

内
容
・
議
事
録
な
ど
経
営
情
報
の
共
有
」、

「
業
務
の
属
人
化
・
ブ
ラ
ッ
ク
ボ
ッ
ク
ス

化
の
防
止
」
へ
の
取
組
状
況
を
見
る
と
、

「
従
業
員
へ
の
経
営
理
念
・
ビ
ジ
ョ
ン
の

共
有
」
に
は
約
７
割
が
取
り
組
ん
で
お

り
、
他
の
２
項
目
に
つ
い
て
は
、
５
〜

６
割
の
事
業
者
が
取
り
組
ん
で
い
る
こ

と
が
分
か
っ
た
。
従
業
員
規
模
別
の
取

組
状
況
を
見
る
と
、
従
業
員
規
模
が
大

き
な
事
業
者
ほ
ど
組
織
運
営
の
透
明
化

に
取
り
組
ん
で
い
る
こ
と
が
分
か
る
。

従
業
員
数
が
増
え
る
ほ
ど
、
経
営
者
自

ら
が
従
業
員
に
経
営
理
念
を
理
解
・
浸

透
さ
せ
る
こ
と
が
難
し
く
な
る
こ
と
へ

の
対
応
や
脱
属
人
化
に
よ
る
効
率
化
、

ノ
ウ
ハ
ウ
の
喪
失
及
び
業
務
停
滞
等
の

リ
ス
ク
防
止
の
た
め
に
透
明
性
を
高
め

る
取
組
を
行
っ
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
。

（
図
２
）

■
人
材
戦
略

① 

人
材
の
不
足
感

　

２
０
２
３
年
と
２
０
２
４
年
の
人
材

の
過
不
足
状
況
を
見
る
と
、
ど
ち
ら
も

「
不
足
」
の
割
合
が
高
く
、「
２
０
２
４

年
」は「
２
０
２
３
年
」に
比
べ
、「
不
足
」

と
回
答
し
た
割
合
が
若
干
増
加
し
て
い

る
。
中
小
企
業
の
人
材
の
不
足
感
は
高

止
ま
り
局
面
が
継
続
し
て
い
る
様
子
が

う
か
が
え
る
。（
図
３
）
ま
た
、
従
業
員

規
模
別
に
見
る
と
、
従
業
員
規
模
が
大

き
な
事
業
者
ほ
ど
人
材
不
足
を
感
じ
て

お
り
、
特
に
従
業
員
数
30
名
超
の
事
業

者
で
は
、
人
材
の
不
足
感
が
強
く
な
る

傾
向
に
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。

　

２
０
２
４
年
に
お
い
て
人
材
が
「
不

足
」
又
は
「
や
や
不
足
」
と
回
答
し
た

事
業
者
に
お
け
る
不
足
し
て
い
る
職
種

を
企
業
規
模
別
に
見
る
と
、「
中
規
模
企

業
」、「
小
規
模
事
業
者
」
共
に
、
特
に

製
造
作
業
者
・
販
売
従
業
者
・
サ
ー
ビ

ス
職
業
従
業
者
・
運
輸
従
業
者
・
建
設

作
業
者
と
い
っ
た
現
場
作
業
に
従
事
し

て
い
る
「
現
業
職
」
が
不
足
し
て
い
る

こ
と
が
分
か
る
。

■
人
材
確
保
の
取
組

① 

賃
金

　

賃
上
げ
の
実
施
状
況
別
に
直
近
３
年

間
で
採
用
し
た
従
業
員
の
定
着
率
を
見

た
も
の
を
見
る
と
、
賃
上
げ
率
が
高
い

事
業
者
ほ
ど
定
着
率
「
７
割
以
上
」
の

割
合
が
高
い
こ
と
が
分
か
る
。
ま
た
、

「
賃
上
げ
を
し
て
い
な
い
」
事
業
者
で
は
、

定
着
率
「
３
割
未
満
」
の
割
合
が
高
い

こ
と
が
分
か
り
、
賃
上
げ
が
定
着
率
に

影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
可
能
性
が
高
い

と
考
え
ら
れ
る
。（
図
４
）

② 

採
用

　

外
国
人
労
働
者
数
と
就
業
者
数
全
体

に
占
め
る
割
合
の
推
移
に
つ
い
て
見
る

と
、外
国
人
労
働
者
数
・
割
合
共
に
増
加

傾
向
に
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。
外
国
人

労
働
者
の
活
用
拡
大
は
人
材
不
足
緩
和

の
一
助
に
な
る
可
能
性
が
あ
る
。（
図
５
）

　

ま
た
、
外
国
人
労
働
者
数
の
推
移
を

在
留
資
格
別
に
見
る
と
、
全
て
の
在
留

資
格
（
技
能
実
習
等
）
で
増
加
が
確
認

さ
れ
、
特
に
「
専
門
的
・
技
術
的
分
野

の
在
留
資
格
」
の
増
加
が
顕
著
で
あ
る

こ
と
が
見
て
取
れ
る
。

③ 

職
場
環
境
の
改
善

　
（
図
６
）
は
人
材
確
保
に
効
果
が
あ
っ

た
と
考
え
ら
れ
る
働
き
方
改
善
の
取
組

を
、
従
業
員
数
の
増
加
状
況
別
に
見
た

も
の
で
あ
る
。
こ
れ
を
見
る
と
、「
有
給

休
暇
・
育
児
休
業
な
ど
休
暇
が
取
得
し

や
す
い
職
場
づ
く
り
」、「
時
間
外
労
働

の
削
減
」、「
福
利
厚
生
の
充
実
」
な
ど

が
人
材
確
保
に
寄
与
す
る
可
能
性
が
あ

る
。
一
方
、
従
業
員
数
が
「
増
加
し
て

い
な
い
」
事
業
者
で
は
「
特
に
働
き
方

改
善
の
取
組
を
行
っ
て
い
な
い
」
の
割

合
が
高
く
、
働
き
方
改
善
の
取
組
を
行

う
こ
と
が
人
材
確
保
に
寄
与
し
て
い
る

可
能
性
が
示
唆
さ
れ
る
。

■
事
業
承
継

① 

事
業
承
継
の
状
況

　

50
歳
以
上
の
経
営
者
に
つ
い
て
、
経

営
者
の
年
代
別
に
後
継
者
の
選
定
状
況

に
つ
い
て
確
認
す
る
と
経
営
者
の
年
代

が
上
が
る
に
つ
れ
て
、
後
継
者
が
決
定

し
て
い
る
割
合
が
高
ま
っ
て
お
り
、
事

業
承
継
に
備
え
て
い
る
様
子
が
う
か
が

え
る
。（
図
７
）

　

ま
た
、売
上
高
規
模
別
に
見
る
と
、売

上
高
規
模
間
で
後
継
者
の
選
定
状
況
に

大
き
な
違
い
は
見
ら
れ
な
い
。
事
業
承

継
は
一
朝
一
夕
に
は
い
か
ず
、
特
に
取

引
先
や
従
業
員
等
の
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ

ー
が
多
い
売
上
高
規
模
が
大
き
な
事
業

者
で
は
、
早
め
に
事
業
承
継
に
備
え
る

こ
と
が
重
要
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
企
業

類
型
別
に
見
る
と
、「
同
族
企
業
」
は
、

他
の
類
型
に
比
べ
て
「
後
継
者
が
決
ま

っ
て
い
る（
本
人
の
了
承
を
得
て
い
る
）」

割
合
が
高
い
こ
と
が
分
か
る
。
ま
た
、

「
パ
ブ
リ
ッ
ク
企
業
」、「
所
有
と
経
営
の

分
離
企
業
」
で
は
、「
後
継
者
候
補
は
い

る
が
、
本
人
の
了
承
を
得
て
い
な
い
」、

「
事
業
承
継
し
た
い
が
後
継
者
は
未
定
」

を
合
わ
せ
た
割
合
が
高
い
こ
と
が
分
か

っ
た
。

（図5） 外国人労働者数と就業者数全体に占める割合の推移

（図6） 人材確保に効果があった働き方改善の取組
　　　（従業員数の増加状況別）

資料：総務省「労働力調査（基本集計）」、厚生労働省「『外国人雇用状況』の届出状況まとめ」
（注）就業者数は年平均、外国人労働者数は各年10月末時点の数値。

資料：（株）帝国データバンク「令和６年度中小企業の経営課題と事業活動に関する調査」
（注）１．「働き方改善の取組のうち、人材の確保・定着に効果があったと考えられるもの」について３つまで回答した

もの。複数回答のため、合計は必ずしも100％にならない。
２．従業員数の増加状況は、回答時点（2024年）と１年前（2023年）の従業員数を比較したもの。
３．ここでの従業員数は、常時雇用する正社員、パート・アルバイトの人数について聞いたもの。
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（n=6,592）
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（n=14,950）

（図7） 後継者の選定状況（経営者の年代別）

資料：（株）帝国データバンク「令和６年度中小企業の経営課題と事業活動に関する調査」
（注）１．後継者の選定状況について、「事業承継は検討していない」と回答した事業者は除く。

２．「後継者候補はいるが、本人の了承を得ていない」は、複数の候補者で検討中の場合を含む。
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■
経
営
戦
略

① 

製
品
・
商
品
・
サ
ー
ビ
ス
の
差
別
化

と
外
部
環
境
を
意
識
し
た
経
営
戦
略

　

競
合
他
社
に
対
す
る
差
別
化
と
し
て

最
も
重
視
し
て
い
る
要
素
を
見
る
と
、

「
顧
客
と
の
密
着
性
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
」
を
重
視
し
て
い
る
と
い
う
回

答
割
合
が
最
も
高
く
、
次
い
で
「
高
い

品
質
」、「
希
少
価
値
・
プ
レ
ミ
ア
ム
感
」

と
続
い
て
い
る
。「
特
に
差
別
化
を
意
識

し
て
い
な
い
」
と
回
答
し
た
事
業
者
も

一
定
数
存
在
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。

ま
た
、
業
種
別
に
見
る
と
「
製
造
業
」

や
「
建
設
業
」
で
は
「
高
い
品
質
」、「
卸

売
業
」
や
「
小
売
業
」
で
は
「
顧
客
と

の
密
着
性
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」
を

重
視
し
て
い
る
割
合
が
高
く
、
業
種
に

よ
り
傾
向
の
違
い
が
見
ら
れ
る
。
ま
た
、

「
建
設
業
」
や
「
運
輸
業
、
郵
便
業
」
で

は
「
特
に
差
別
化
を
意
識
し
て
い
な
い
」

の
割
合
が
、
他
の
業
種
と
比
較
し
て
高

い
こ
と
が
分
か
る
。

② 

外
部
環
境

　

経
営
戦
略
策
定
や
新
規
事
業
の
検
討

で
最
も
重
視
す
る
外
部
環
境
を
見
る
と
、

「
競
合
他
社
の
特
徴
・
動
向
」
を
重
視

し
て
い
る
と
い
う
回
答
割
合
が
最
も
高

い
。「
特
に
外
部
環
境
は
重
視
し
て
い
な

い
」
と
回
答
し
て
い
る
事
業
者
も
一
定

数
存
在
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
ま

た
、
業
種
別
に
見
る
と
多
く
の
業
種
で
、

「
競
合
他
社
の
特
徴
・
動
向
」
を
重
視
し

て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
ま
た
、「
製
造

業
」
や
「
情
報
通
信
業
」
で
は
「
ニ
ッ

チ
な
市
場
で
あ
る
こ
と
」
と
回
答
し
た

割
合
が
他
の
業
種
と
比
較
し
て
高
く
、

大
企
業
が
参
入
し
難
い
領
域
に
注
目
し

て
事
業
展
開
を
行
う
戦
略
を
採
っ
て
い

る
可
能
性
が
あ
る
。
ま
た
、「
建
設
業
」

や
「
運
輸
業
、
郵
便
業
」
で
は
「
特
に

外
部
環
境
は
重
視
し
て
い
な
い
」
と
回

答
し
た
割
合
が
、
他
の
業
種
と
比
較
し

て
高
い
こ
と
が
分
か
る
。（
図
１
）

■
経
営
の
透
明
性
・
開
放
性

① 

組
織
運
営

　
「
従
業
員
へ
の
経
営
理
念
・
ビ
ジ
ョ
ン

の
共
有
」、「
従
業
員
へ
の
業
績
・
財
務

内
容
・
議
事
録
な
ど
経
営
情
報
の
共
有
」、

「
業
務
の
属
人
化
・
ブ
ラ
ッ
ク
ボ
ッ
ク
ス

化
の
防
止
」
へ
の
取
組
状
況
を
見
る
と
、

「
従
業
員
へ
の
経
営
理
念
・
ビ
ジ
ョ
ン
の

共
有
」
に
は
約
７
割
が
取
り
組
ん
で
お

り
、
他
の
２
項
目
に
つ
い
て
は
、
５
〜

６
割
の
事
業
者
が
取
り
組
ん
で
い
る
こ

と
が
分
か
っ
た
。
従
業
員
規
模
別
の
取

組
状
況
を
見
る
と
、
従
業
員
規
模
が
大

き
な
事
業
者
ほ
ど
組
織
運
営
の
透
明
化

に
取
り
組
ん
で
い
る
こ
と
が
分
か
る
。

従
業
員
数
が
増
え
る
ほ
ど
、
経
営
者
自

ら
が
従
業
員
に
経
営
理
念
を
理
解
・
浸

透
さ
せ
る
こ
と
が
難
し
く
な
る
こ
と
へ

の
対
応
や
脱
属
人
化
に
よ
る
効
率
化
、

ノ
ウ
ハ
ウ
の
喪
失
及
び
業
務
停
滞
等
の

リ
ス
ク
防
止
の
た
め
に
透
明
性
を
高
め

る
取
組
を
行
っ
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
。

（
図
２
）

■
人
材
戦
略

① 

人
材
の
不
足
感

　

２
０
２
３
年
と
２
０
２
４
年
の
人
材

の
過
不
足
状
況
を
見
る
と
、
ど
ち
ら
も

「
不
足
」
の
割
合
が
高
く
、「
２
０
２
４

年
」は「
２
０
２
３
年
」に
比
べ
、「
不
足
」

と
回
答
し
た
割
合
が
若
干
増
加
し
て
い

る
。
中
小
企
業
の
人
材
の
不
足
感
は
高

止
ま
り
局
面
が
継
続
し
て
い
る
様
子
が

う
か
が
え
る
。（
図
３
）
ま
た
、
従
業
員

規
模
別
に
見
る
と
、
従
業
員
規
模
が
大

き
な
事
業
者
ほ
ど
人
材
不
足
を
感
じ
て

お
り
、
特
に
従
業
員
数
30
名
超
の
事
業

者
で
は
、
人
材
の
不
足
感
が
強
く
な
る

傾
向
に
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。

　

２
０
２
４
年
に
お
い
て
人
材
が
「
不

足
」
又
は
「
や
や
不
足
」
と
回
答
し
た

事
業
者
に
お
け
る
不
足
し
て
い
る
職
種

を
企
業
規
模
別
に
見
る
と
、「
中
規
模
企

業
」、「
小
規
模
事
業
者
」
共
に
、
特
に

製
造
作
業
者
・
販
売
従
業
者
・
サ
ー
ビ

ス
職
業
従
業
者
・
運
輸
従
業
者
・
建
設

作
業
者
と
い
っ
た
現
場
作
業
に
従
事
し

て
い
る
「
現
業
職
」
が
不
足
し
て
い
る

こ
と
が
分
か
る
。

■
人
材
確
保
の
取
組

① 

賃
金

　

賃
上
げ
の
実
施
状
況
別
に
直
近
３
年

間
で
採
用
し
た
従
業
員
の
定
着
率
を
見

た
も
の
を
見
る
と
、
賃
上
げ
率
が
高
い

事
業
者
ほ
ど
定
着
率
「
７
割
以
上
」
の

割
合
が
高
い
こ
と
が
分
か
る
。
ま
た
、

「
賃
上
げ
を
し
て
い
な
い
」
事
業
者
で
は
、

定
着
率
「
３
割
未
満
」
の
割
合
が
高
い

こ
と
が
分
か
り
、
賃
上
げ
が
定
着
率
に

影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
可
能
性
が
高
い

と
考
え
ら
れ
る
。（
図
４
）

② 

採
用

　

外
国
人
労
働
者
数
と
就
業
者
数
全
体

に
占
め
る
割
合
の
推
移
に
つ
い
て
見
る

と
、外
国
人
労
働
者
数
・
割
合
共
に
増
加

傾
向
に
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。
外
国
人

労
働
者
の
活
用
拡
大
は
人
材
不
足
緩
和

の
一
助
に
な
る
可
能
性
が
あ
る
。（
図
５
）

「防災・減災・国土強靭化」社会インフラを整備し
「人の命を守る」役割を果たし、街づくりに貢献

　米子地区生コンクリート協同組合は、昭和６０年に設立し、今年で創立４０周年を迎えられま
した。この度は庄司理事長に組合を取り巻く環境や今後の取組みなどについて伺いました。

理事長  庄 司 尚 史 さん
米子地区生コンクリート協同組合

組
合
創
立
40
周
年
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

庄
司　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
本
年
５
月

22
日
に
当
組
合
創
立
40
周
年
記
念
祝
賀
会
を
開

催
し
た
と
こ
ろ
、
組
合
員
を
は
じ
め
ご
来
賓
、

賛
助
会
員
等
の
多
く
の
関
係
者
の
ご
出
席
を
頂

き
ま
し
た
。
私
た
ち
が
提
供
す
る
生
コ
ン
ク
リ

ー
ト
は
、
社
会
イ
ン
フ
ラ
の
基
礎
資
材
、
縁
の

下
の
力
持
ち
と
し
て
「
人
の
命
を
守
る
」
役
割

を
果
た
し
て
い
る
と
共
に
、
街
づ
く
り
に
貢
献

し
て
い
ま
す
。

創
立
40
周
年
を
振
り
返
っ
て

庄
司　
当
組
合
は
昭
和
60
年
４
月
の
設
立
か
ら

40
周
年
の
節
目
を
迎
え
ま
し
た
。
鳥
取
県
西
部

に
位
置
す
る
米
子
・
境
港
等
事
業
エ
リ
ア
と
し
、

共
販
中
断
と
い
う
「
協
組
崩
壊
」
か
ら
短
期
間

で
大
同
団
結
す
る
と
い
う
激
動
期
を
経
て
、
出

荷
量
が
大
幅
減
少
し
て
い
る
厳
し
い
環
境
の
中

で
、
今
日
ま
で
安
定
市
場
を
構
築
出
来
て
い
ま

す
。
ち
な
み
に
、
昭
和
63
年
に
年
間
出
荷
量
は

55
万
㎥
位
あ
り
、
現
在
の
約
５
倍
あ
っ
た
の
が

最
盛
期
で
す
。
組
合
・
工
場
も
最
大
で
14
社
15

工
場
あ
り
ま
し
た
が
、
現
在
は
13
社
５
工
場
ま

で
集
約
し
再
構
築
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

業
界
を
取
り
巻
く
環
境
に
つ
い
て

庄
司　
全
国
の
生
コ
ン
業
界
に
お
い
て
も
、
６

年
連
続
で
過
去
最
低
を
更
新
す
る
な
ど
、
出
荷

減
少
が
加
速
し
て
い
る
現
状
で
す
。加
え
て
、生

コ
ン
の
主
要
材
料
で
あ
る
セ
メ
ン
ト
・
骨
材
・
運

送
費
等
の
価
格
上
昇
も
あ
り
、
生
コ
ン
業
界
は

一
段
と
厳
し
い
環
境
に
あ
り
ま
す
。
当
組
合
に

お
い
て
も
同
様
に
厳
し
い
組
合
運
営
を
余
儀
な

く
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
生
コ
ン
業
界
全
体

が
高
齢
化
し
て
お
り
、
人
材
の
確
保
と
将
来
を

担
う
若
手
の
育
成
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

今
後
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

庄
司　
生
コ
ン
ク
リ
ー
ト
は
、
社
会
イ
ン
フ
ラ

全
て
の
土
台
を
担
う
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て

い
ま
す
。
今
後
と
も
、
生
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
安

定
供
給
や
品
質
の
管
理
、
安
全
管
理
の
徹
底
に

尽
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
地
域
貢
献
活
動
に
も
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。
登
下
校
す
る
児
童
を
見
守
る
「
子
ど
も

１
１
０
番
の
家
」
を
は
じ
め
、
鳥
取
県
の
「
虐

待
防
止
全
力
宣
言
企
業
」
や
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー

と
い
っ
た
次
世
代
を
担
う
若
者
を
支
援
す
る
活

動
に
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

最
後
に

庄
司　
私
た
ち
は
、
今
後
と
も
、
高
品
質
生
コ

ン
ク
リ
ー
ト
の
安
定
供
給
を
通
じ
て
国
土
の
基

盤
整
備
に
貢
献
し
、「
社
会
の
安
全
と
安
心
」
を

守
り
続
け
て
ま
い
り
ま
す
。「
相
互
扶
助
の
理

念
」
に
基
づ
く
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
力
で
お
客
様
の

ご
要
望
に
お
応
え
し
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、

創
立
50
周
年
に
向
け
、
組
合
と
組
合
員
が
一
致

団
結
し
て
更
に
品
質
管
理
の
徹
底
と
技
術
革
新

等
に
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

関
係
各
位
の
ご
指
導
ご
協
力
に
感
謝
し
、
な

お
一
層
の
ご
支
援
を
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
文
責
・
西
尾
浩
一
郎
）

米
子
地
区
生
コ
ン
ク
リ
ー
ト
協
同
組
合

住　
所　
米
子
市
旗
ヶ
崎
２
丁
目
２–３
３

電　
話　
0
8
5
9
–
3
3
–
8
9
6
9

　

ま
た
、
外
国
人
労
働
者
数
の
推
移
を

在
留
資
格
別
に
見
る
と
、
全
て
の
在
留

資
格
（
技
能
実
習
等
）
で
増
加
が
確
認

さ
れ
、
特
に
「
専
門
的
・
技
術
的
分
野

の
在
留
資
格
」
の
増
加
が
顕
著
で
あ
る

こ
と
が
見
て
取
れ
る
。

③ 

職
場
環
境
の
改
善

　
（
図
６
）
は
人
材
確
保
に
効
果
が
あ
っ

た
と
考
え
ら
れ
る
働
き
方
改
善
の
取
組

を
、
従
業
員
数
の
増
加
状
況
別
に
見
た

も
の
で
あ
る
。
こ
れ
を
見
る
と
、「
有
給

休
暇
・
育
児
休
業
な
ど
休
暇
が
取
得
し

や
す
い
職
場
づ
く
り
」、「
時
間
外
労
働

の
削
減
」、「
福
利
厚
生
の
充
実
」
な
ど

が
人
材
確
保
に
寄
与
す
る
可
能
性
が
あ

る
。
一
方
、
従
業
員
数
が
「
増
加
し
て

い
な
い
」
事
業
者
で
は
「
特
に
働
き
方

改
善
の
取
組
を
行
っ
て
い
な
い
」
の
割

合
が
高
く
、
働
き
方
改
善
の
取
組
を
行

う
こ
と
が
人
材
確
保
に
寄
与
し
て
い
る

可
能
性
が
示
唆
さ
れ
る
。

■
事
業
承
継

① 

事
業
承
継
の
状
況

　

50
歳
以
上
の
経
営
者
に
つ
い
て
、
経

営
者
の
年
代
別
に
後
継
者
の
選
定
状
況

に
つ
い
て
確
認
す
る
と
経
営
者
の
年
代

が
上
が
る
に
つ
れ
て
、
後
継
者
が
決
定

し
て
い
る
割
合
が
高
ま
っ
て
お
り
、
事

業
承
継
に
備
え
て
い
る
様
子
が
う
か
が

え
る
。（
図
７
）

　

ま
た
、売
上
高
規
模
別
に
見
る
と
、売

上
高
規
模
間
で
後
継
者
の
選
定
状
況
に

大
き
な
違
い
は
見
ら
れ
な
い
。
事
業
承

継
は
一
朝
一
夕
に
は
い
か
ず
、
特
に
取

引
先
や
従
業
員
等
の
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ

ー
が
多
い
売
上
高
規
模
が
大
き
な
事
業

者
で
は
、
早
め
に
事
業
承
継
に
備
え
る

こ
と
が
重
要
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
企
業

類
型
別
に
見
る
と
、「
同
族
企
業
」
は
、

他
の
類
型
に
比
べ
て
「
後
継
者
が
決
ま

っ
て
い
る（
本
人
の
了
承
を
得
て
い
る
）」

割
合
が
高
い
こ
と
が
分
か
る
。
ま
た
、

「
パ
ブ
リ
ッ
ク
企
業
」、「
所
有
と
経
営
の

分
離
企
業
」
で
は
、「
後
継
者
候
補
は
い

る
が
、
本
人
の
了
承
を
得
て
い
な
い
」、

「
事
業
承
継
し
た
い
が
後
継
者
は
未
定
」

を
合
わ
せ
た
割
合
が
高
い
こ
と
が
分
か

っ
た
。

創立4０周年記念祝賀会

創
立
40
周
年
を

　
　
　
盛
大
に
祝
う

　
米
子
地
区
生
コ
ン
ク
リ
ー
ト
協
同
組

合
（
理
事
長
・
庄
司
尚
史
氏
）
は
、
5

月
22
日
、
米
子
市
「
A
N
A
ク
ラ
ウ
ン

プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
米
子
」
に
お
い
て
創
立

40
周
年
記
念
祝
賀
会
を
開
催
し
、
来
賓
、

組
合
員
企
業
等
約
45
名
が
出
席
し
た
。

　
祝
賀
会
で
は
、
庄
司
理
事
長
が
組
合

を
代
表
し
て
挨
拶
、
昭
和
60
年
の
創
立

か
ら
40
年
に
わ
た
る
組
合
活
動
を
振
り

返
っ
た
。
続
い
て
伊
木
米
子
市
長
な
ど

か
ら
祝
辞
を
受
け
る
な
ど
、
来
賓
、
組

合
員
企
業
等
で
創
立
40
周
年
の
節
目
を

盛
大
に
祝
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　

 （
事
務
局
次
長　
亀
井
）
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令和7年7月1日

令和７年度通常総会で選任された
新理事長を紹介致します。

新理事長紹介

鳥取県管工事業
協同組合連合会 末広温泉町商店街振興組合

理事長　

谷本　暢正 氏
住　　所：鳥取市末広温泉町364番地2
設　　立：昭和31年４月
組 合 員：49人
主な事業：商店街イベント活動事業、アーケード

保守・管理事業、組合員加入促進事業
ほか

鳥取県西部トラック事業
協同組合
理事長　

山口　尚文 氏
住　　所：米子市流通町1381番地4
設　　立：昭和59年12月
組 合 員：19人
主な事業：共同受注配車事業（貨物運送取扱事業）、

高速道路共同清算事業、燃料共同購入
事業　ほか

鳥取県保険医協同組合

理事長　

家原　猛 氏
住　　所：米子市両三柳877-1
設　　立：昭和60年2月
組 合 員：456人
主な事業：共同購買事業、各種保険事業、

教育情報提供事業　ほか

理事長　

大丸　修二 氏

住　　所：米子市西福原5丁目9番59号
設　　立：昭和58年3月
組 合 員：1人
主な事業：機器材等の斡旋、教育情報提供事業、

福利厚生事業　ほか

米子管工事業協同組合
住　　所：米子市西福原5丁目9番59号
設　　立：昭和49年12月
組 合 員：18人
主な事業：共同購買事業、教育情報提供事業、

福利厚生事業　ほか

県内事業者の経営力向上に向けた
価格適正化と賃上げ相談窓口を開設！

相談受付 ●受付期間 令和７年３月３日（月）～令和８年２月２７日（金）
●受付機関 鳥取県中小企業団体中央会
 ※本事業は鳥取県からの受託事業として実施します。
●受 付 先 電　話　0857-26-6671
 メール　honbu@chuokai-tottori.or.jp
 ※電話による受付は、平日の午前９時～午後５時です。（メールは随時）

相談
無料

　物価高騰や人件費高騰などによる厳しい経営環境でも、価格適正化や賃上げを実現するため、価格転
嫁や生産性向上、業務改善等の具体的な方法を企業経営の専門家に相談できる窓口を開設しています。
お気軽にご相談ください。



令和6年度資料収集加工事業調査県内先進
組合事例

　毎年度、全国中央会と都道府県中央会が連携し、環境変化に対応した共同
事業など先進的に取り組んでいる組合の諸事例を調査・収集しています。
　今回は、三朝温泉旅館協同組合を選定し、先進組合事例として取りまとめ
ましたのでご紹介します。
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令和7年7月1日

三朝温泉夏花火風情ある街並み

テーマ

支
援
機
関
と
連
携
し
て
組
合
活
動
が
活
性
化
し
た
事
例

　
行
政
等
と
連
携
し
た
イ
ン
タ
ー
ン
制
度
の
取
組
み
で

　
　
　
　

新
時
代
の
地
域
活
性
化
と
人
材
確
保
に
活
路

■
背
景
と
目
的

　

三
朝
温
泉
旅
館
協
同
組
合
は
、
昭

和
31
年
（
1
9
5
6
年
）
に
鳥
取
県

三
朝
町
に
あ
る
旅
館
等
が
組
織
化
。

高
濃
度
の
ラ
ド
ン
を
含
む
放
射
能
泉

と
し
て
知
ら
れ
年
間
約
2
5
万
人
以

上
の
観
光
客
が
訪
れ
る
鳥
取
県
内
で

ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
温
泉
地
だ
っ
た
が
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
で
観

光
客
の
減
少
や
宿
泊
施
設
の
営
業
休

止
、
従
業
員
減
少
が
相
次
い
だ
。
最

近
で
は
コ
ロ
ナ
鎮
静
化
と
と
も
に

徐
々
に
回
復
の
兆
し
を
見
せ
る
な
ど

国
内
観
光
客
需
要
や
イ
ン
バ
ウ
ン
ド

客
が
増
加
し
た
が
、
慢
性
的
な
人
手

不
足
に
加
え
コ
ロ
ナ
禍
以
降
の
人
手

不
足
に
も
拍
車
が
か
か
り
、
顧
客
の

受
け
入
れ
が
出
来
な
い
と
い
う
課
題

に
直
面
し
て
い
た
。

■
取
組
み
の
手
法
と
内
容

　

人
手
不
足
解
消
の
た
め
、
組
合
と

観
光
産
業
が
大
き
な
ウ
エ
イ
ト
を
占

め
て
い
た
三
朝
町
と
イ
ン
タ
ー
ン
シ

ッ
プ
を
推
進
し
て
い
る
中
央
会
が
連

携
し
、
各
旅
館
に
宿
泊
し
な
が
ら
集

中
的
に
旅
館
業
務
や
地
域
の
魅
力
を

学
ぶ
パ
ッ
ケ
ー
ジ
型
仕
事
研
究
の
イ

ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
に
取
り
組
ん
だ
。

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
学
生
は
中
央

会
が
県
内
外
の
大
学
を
訪
問
し
て
募

集
し
、
毎
年
県
内
外
か
ら
３
名
以
上

の
応
募
が
あ
る
。
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ

プ
で
は
組
合
員
が
花
火
師
の
資
格
を

取
得
し
、
来
訪
客
の
た
め
に
10
年
以

上
実
施
し
て
い
る
花
火
の
取
組
み
や

地
域
お
こ
し
協
力
隊
と
の
交
流
会
、

地
域
を
散
策
し
て
魅
力
発
見
、
観
光

協
会
よ
り
観
光
資
源
の
説
明
、
三
朝

町
よ
り
観
光
行
政
の
現
状
等
の
説
明

を
行
っ
た
。
ま
た
組
合
員
の
旅
館
で

は
フ
ロ
ン
ト
業
務
・
清
掃
・
接
客
な

ど
の
業
務
の
体
験
に
顧
客
サ
ー
ビ
ス

や
お
も
て
な
し
の
心
を
学
ん
だ
。
そ

し
て
、
学
生
と
の
意
見
交
換
会
で
は

「『
お
も
て
な
し
』
手
法
が
体
験
で
き

参
考
に
な
っ
た
」
と
観
光
旅
館
へ
の

関
心
が
深
ま
り
、「
い
ろ
い
ろ
な
旅

館
を
連
泊
で
き
る
プ
ラ
ン
が
あ
れ
ば

面
白
い
」
な
ど
、
学
生
目
線
で
の
地

域
改
善
や
旅
館
運
営
、
三
朝
の
観
光

地
域
資
源
の
素
晴
ら
し
さ
や
接
客
姿

勢
に
心
が
打
た
れ
た
、
と
い
う
感
想

が
あ
っ
た
。
地
域
を
理
解
し
地
域
に

生
き
る
企
業
を
体
験
す
る
と
い
う
新

た
な
パ
ッ
ケ
ー
ジ
型
イ
ン
タ
ー
ン
シ

ッ
プ
は
、
直
接
的
な
雇
用
促
進
に
留

ま
ら
ず
、
三
朝
町
や
地
域
お
こ
し
協

力
隊
、
三
朝
温
泉
観
光
協
会
な
ど
の

行
政
地
域
全
体
が
連
携
し
て
地
域
の

良
さ
を
理
解
し
、
観
光
地
や
宿
泊
施

設
を
体
感
す
る
新
た
な
取
組
み
と
し

て
高
い
評
価
を
受
け
て
い
る
。

■
成
果
と
そ
の
要
因

　

パ
ッ
ケ
ー
ジ
型
仕
事
研
究
の
イ
ン

タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
取
組
み
は
、
３
年

連
続
で
実
施
し
延
べ
11 

名
の
学
生

を
受
け
入
れ
て
い
る
が
、
観
光
資
源

を
持
つ
地
域
（
行
政
） 

と
そ
こ
で
経

営
し
て
い
る
観
光
関
連
企
業
が
積
極

的
に
連
携
し
て
地
域
の
良
さ
、
企
業

の
経
営
や
あ
り
方
を
深
く
理
解
し
て

も
ら
う
こ
と
を
視
点
に
置
き
、
こ
の

活
動
が
将
来
的
な
雇
用
や
地
域
活
性

化
に
結
び
つ
く
と
い
う
大
き
な
観
点

で
実
施
し
て
お
り
、
参
加
し
た
学
生

た
ち
や
組
合
員
、
行
政
に
も
活
動
の

意
義
が
浸
透
し
つ
つ
あ
る
事
業
と
な

っ
て
い
る
。

三朝温泉旅館協同組合
理 事 長：岩崎 元哉
住　　所：鳥取県東伯郡三朝町三朝910-2
設　　立：昭和31年4月
出 資 金：3,000千円
主な業種：宿泊業・飲食サービス業
組 合 員：23人

県内先進組合事例

三
朝
温
泉
旅
館
協
同
組
合
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令和7年7月1日 鳥取県の中小企業景況

製
造
業

総
じ
て
自
動
車
関
連
企
業
の
業
況
は
軒
並
み

厳
し
い
。
製
造
業
全
体
の
不
安
要
素
が
依
然

と
し
て
強
く
、
米
国
関
税
な
ど
に
よ
る
自
動

車
関
連
部
品
の
低
迷
に
伴
う
発
注
数
量
の
減

少
な
ど
、
先
行
き
不
透
明
感
が
強
ま
っ
て
い

る
。
半
導
体
関
係
に
つ
い
て
は
、
A
I
デ
ー

タ
セ
ン
タ
ー
向
け
の
先
端
半
導
体
が
動
い
て

い
る
も
の
の
、
恩
恵
が
あ
る
の
は
一
部
企
業

に
留
ま
る
。

【
鉄
骨
加
工
】

　
見
積
件
数
、
引
き
合
い
案
件
は
少
な
く
、

手
持
ち
工
事
量
は
減
少
傾
向
が
続
い
て
い
る
。

現
在
は
２
〜
３
カ
月
程
度
は
工
場
加
工
費
・

稼
働
率
に
大
き
な
変
化
は
な
い
。
ま
た
、
２

０
２
４
年
問
題
の
影
響
で
人
件
費
、
燃
料
費
、

輸
送
コ
ス
ト
の
高
騰
が
続
い
て
い
る
。

【
金
属
熱
処
理
】

　
５
月
の
受
注
状
況
は
前
月
比
、
前
年
同
月

比
で
い
ず
れ
も
減
少
し
た
。
自
動
車
、
建
設

機
械
、
農
業
機
械
等
の
も
の
づ
く
り
企
業
も

低
迷
状
態
が
継
続
し
て
い
る
が
、
一
部
の
顧

客
に
受
注
増
加
の
動
き
が
見
ら
れ
る
。

【
電
気
機
械
器
具
】

　
米
国
関
税
に
よ
る
影
響
は
今
後
の
不
安
要

素
と
な
っ
て
お
り
、
業
界
動
向
は
依
然
と
し

て
低
迷
し
て
い
る
。
今
後
に
つ
い
て
も
、
年

内
の
回
復
は
困
難
の
見
通
し
と
な
っ
て
い
る
。

人
手
不
足
が
深
刻
と
な
っ
て
お
り
、
人
材
確

保
の
た
め
賃
上
げ
は
必
至
で
あ
る
が
、
価
格

転
嫁
は
困
難
な
た
め
利
益
確
保
が
厳
し
い
状

況
。

【
卸
売
業
】

　
青
果
関
係
で
は
、
売
上
高
は
前
月
比
で
は

単
価
の
変
動
が
少
な
く
取
扱
数
量
と
同
様
に

増
加
し
た
が
、
前
年
同
月
比
で
は
単
価
の
低

下
に
よ
り
減
少
し
た
。
鮮
魚
関
係
で
は
、
前

月
比
、
前
年
同
月
比
と
も
取
扱
数
量
は
増
加

し
、
売
上
高
も
増
加
し
た
。
事
務
機
器
関
係

で
は
、Ｗ
ｉ
ｎ
ｄ
ｏ
ｗ
ｓ
10
の
サ
ポ
ー
ト
切

れ
に
伴
う
買
換
需
要
に
よ
り
パ
ソ
コ
ン
関
係

は
好
調
と
な
っ
て
い
る
。
総
じ
て
、
食
料
品
、

消
耗
品
等
の
値
上
げ
に
加
え
、
燃
料
費
の
上

昇
に
よ
る
原
価
へ
の
影
響
が
懸
念
さ
れ
る
。

ま
た
、
仕
入
配
送
に
関
わ
る
コ
ス
ト
増
の
影

響
、
配
送
の
減
便
と
そ
れ
に
伴
う
ト
ラ
ッ
ク

の
大
型
化
等
が
見
受
け
ら
れ
る
。
人
材
確
保

が
難
し
く
な
っ
て
い
る
。
水
産
物
関
連
で
は
、

巻
き
網
は
月
を
通
じ
て
マ
イ
ワ
シ
の
豊
漁
が

続
き
、
後
半
に
ロ
ー
ソ
ク
サ
バ
の
混
獲
が
増

え
始
め
た
。
マ
グ
ロ
漁
は
例
年
よ
り
１
週
間

は
や
く
始
ま
り
、
脂
の
乗
り
は
良
好
。
紅
ズ

ワ
イ
ガ
ニ
は
天
候
に
も
恵
ま
れ
昨
年
に
比
べ

水
揚
げ
量
は
２
割
程
度
増
加
、
年
末
需
要
の

思
惑
買
い
も
あ
っ
て
高
値
で
推
移
し
た
。

【
リ
サ
イ
ク
ル
原
料
】

　
非
鉄
金
属
関
連
に
お
い
て
米
国
関
税
の
影

響
が
見
受
け
ら
れ
る
。
古
紙
の
発
生
は
依
然

と
し
て
減
少
と
な
っ
て
い
る
。

【
小
売
業
・
商
店
街
】

　
鳥
取
市
の
商
店
街
で
は
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド

が
引
き
続
き
好
調
で
あ
る
の
に
加
え
て
、
大

型
連
休
も
天
候
に
恵
ま
れ
、
観
光
・
宿
泊
客

の
来
街
者
は
増
加
し
た
。
商
品
等
仕
入
価
格

の
高
騰
に
伴
う
販
売
価
格
の
値
上
げ
に
よ
っ

て
売
上
増
と
な
っ
て
い
る
が
、
消
費
マ
イ
ン

ド
は
低
下
傾
向
が
続
い
て
お
り
、
収
益
の
好

転
ま
で
に
は
繋
が
ら
な
い
状
況
に
あ
る
。
鳥

取
市
の
水
産
物
小
売
で
は
、
大
型
連
休
が
飛

び
石
連
休
と
な
っ
た
た
め
、
来
場
者
は
前
年

同
月
比
で
若
干
減
少
と
な
っ
た
。
倉
吉
市
の

商
店
街
で
は
、
県
立
美
術
館
の
グ
ラ
ン
ド
オ

ー
プ
ン
以
来
、
倉
吉
へ
の
来
訪
者
は
着
実
に

増
加
し
て
お
り
、
近
隣
の
白
壁
土
蔵
群
へ
の

来
訪
も
増
加
し
て
い
る
。
し
か
し
商
店
街
へ

の
来
街
者
が
増
加
し
て
い
る
感
は
未
だ
見
ら

れ
な
い
。
今
後
、
県
立
美
術
館
の
効
果
に
期

待
が
持
た
れ
る
。
米
子
市
の
商
店
街
で
は
、

大
型
連
休
中
は
人
通
り
も
多
く
、
来
客
も
前

年
同
様
の
賑
わ
い
と
な
っ
た
。
イ
ン
バ
ウ
ン

ド
は
増
加
傾
向
に
あ
る
。

【
旅
館
・
観
光
】

　
鳥
取
市
の
鳥
取
砂
丘
で
は
、
大
型
連
休
後

半
は
天
気
も
良
く
、
多
く
の
人
出
で
賑
わ
っ

た
。
曜
日
の
関
係
等
で
前
年
よ
り
入
り
込
み

数
は
減
少
し
た
が
、
販
売
価
格
を
上
げ
た
影

響
に
よ
り
大
型
連
休
期
間
中
の
売
上
は
前
年

よ
り
微
増
と
な
っ
た
。
そ
の
後
も
団
体
ツ
ア

ー
や
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
等
の
入
り
込
み
は
好
調

で
あ
っ
た
。
米
子
市
の
ホ
テ
ル
・
旅
館
で
は
、

売
上
高
は
前
月
比
で
増
加
し
た
が
、
前
年
同

月
比
で
は
横
ば
い
と
な
っ
た
。
皆
生
温
泉
エ

リ
ア
で
は
飲
食
店
が
増
え
、
活
気
が
出
始
め

て
い
る
。
依
然
と
し
て
人
材
不
足
が
常
態
化

し
て
い
る
。
三
朝
温
泉
で
は
、
大
型
連
休
中

は
特
に
多
く
の
来
客
が
あ
り
、
２
週
目
以
降

も
週
末
は
例
年
に
比
べ
人
出
が
多
か
っ
た
。

ま
た
平
日
に
は
団
体
ツ
ア
ー
が
多
か
っ
た
。

前
年
同
月
比
で
宿
泊
料
金
は
上
昇
し
て
お
り
、

売
上
は
増
加
、
収
益
状
況
も
改
善
し
た
。
羽

合
温
泉
で
は
、
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
国
際
大
会

等
に
よ
る
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
客
の
増
加
に
加
え

て
、
各
種
イ
ベ
ン
ト
集
客
が
宿
泊
増
に
繋
が

っ
た
た
め
、
前
年
同
月
比
で
も
約
２
５
％
の

増
加
と
な
っ
た
。

【
自
動
車
整
備
業
】

　
５
月
の
新
車
販
売
は
普
通
車
・
軽
自
動
車

を
合
わ
せ
て
１
，３
０
２
台
で
前
年
同
月
比
は

４
．４
％
の
減
少
で
あ
っ
た
。
中
古
車
販
売
は

普
通
車
・
軽
自
動
車
を
合
わ
せ
て
７
０
６
台

で
前
年
同
月
比
は
８
．３
％
の
増
加
で
あ
っ
た
。

継
続
検
査
は
普
通
車
・
軽
自
動
車
を
合
わ
せ

て
１
４
，７
５
７
台
で
前
年
同
月
比
２
．３
％

の
減
少
、
大
型
連
休
の
影
響
で
業
務
量
が
減

少
し
て
い
る
。

【
建
設
業
】

　
４
月
の
県
内
公
共
工
事
発
注
（
西
日
本
建

設
業
保
証
㈱
保
証
取
扱
）は
、請
負
金
額
１
３

７
億
円
（
前
年
同
月
比
０
．６
％
減
）、
件
数

１
９
１
件
（
前
年
同
月
比
14
．０
％
減
）
と
な

っ
た
。
地
区
別
で
は
、
前
年
同
月
比
で
中
部
、

日
野
地
区
で
大
幅
増
加
、
西
部
地
区
は
前
年

並
み
、
東
部
、
八
頭
地
区
で
減
少
と
な
っ
た
。

公
共
投
資
は
単
月
で
小
幅
な
前
年
同
月
比
マ

イ
ナ
ス
。
設
備
投
資
も
単
月
で
前
年
同
月
比

マ
イ
ナ
ス
と
な
り
、
３
ヵ
月
平
均
も
マ
イ
ナ

ス
が
続
く
。
住
宅
投
資
は
単
月
、
３
ヵ
月
平

均
と
も
に
前
年
同
月
比
マ
イ
ナ
ス
と
な
っ
た
。

資
材
価
格
や
労
務
費
の
高
騰
に
よ
る
コ
ス
ト

増
や
人
手
不
足
か
ら
、
売
上
・
採
算
の
悪
化

は
継
続
し
て
い
る
。

【
運
輸
業
】

　
５
月
の
物
流
は
、
売
上
は
前
月
比
、
前
年

同
月
比
と
も
に
減
少
し
て
お
り
、
人
件
費
及

び
車
両
本
体
価
格
な
ど
の
高
騰
は
依
然
と
し

て
厳
し
い
。
燃
料
費
は
補
助
金
の
復
活
も
あ

り
大
幅
に
低
下
し
た
が
、
依
然
と
し
て
高
い

状
況
。
荷
動
き
に
つ
い
て
は
、
４
月
の
引
越

シ
ー
ズ
ン
も
ひ
と
段
落
し
、
引
越
関
係
需
要

が
鈍
化
、
地
場
生
産
関
係
の
輸
送
に
つ
い
て

も
低
水
準
で
あ
る
。
ド
ラ
イ
バ
ー
不
足
は
深

刻
と
な
っ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
（
情
報
連
絡
員　
38
名
）

【
食
料
品
】

　
電
気
、Ｌ
Ｐ
ガ
ス
等
光
熱
費
の
高
止
ま
り

に
加
え
て
、
一
時
落
ち
着
い
て
い
た
鶏
卵
価

格
が
上
昇
傾
向
に
あ
り
、
収
益
を
圧
迫
し
て

い
る
。
観
光
土
産
品
は
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
需
要

に
よ
り
好
調
。
味
噌
・
醤
油
業
界
で
は
、
こ

こ
数
ヵ
月
で
製
品
の
値
上
げ
は
進
ん
だ
が
、

値
上
げ
に
伴
う
需
要
減
に
よ
り
数
量
が
減
少

し
、
収
益
の
改
善
に
は
至
っ
て
い
な
い
。

【
繊
維
・
同
製
品
】

　
国
内
マ
ー
ケ
ッ
ト
は
相
変
わ
ら
ず
冷
え
込

ん
で
お
り
、
衣
料
品
需
要
に
改
善
の
兆
し
は

見
ら
れ
な
い
。
生
産
拠
点
は
日
本
に
戻
っ
て

く
る
動
き
も
み
ら
れ
る
。
物
価
高
に
よ
り

種
々
の
経
費
が
上
昇
し
て
い
る
が
、
す
べ
て

転
嫁
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
収
益
状
況
は
厳

し
い
。

【
家
具
装
備
品
】

　
需
要
低
迷
の
な
か
、
物
価
高
に
伴
う
原
材

料
や
燃
料
費
の
上
昇
に
よ
り
収
益
性
が
低
下

し
た
。

【
木
材
・
木
製
品
】

　
製
材
用
素
材
の
入
荷
量
は
前
月
比
、
前
年

同
月
比
と
も
に
減
少
、
製
材
品
の
生
産
量
は

減
少
、
合
板
の
生
産
量
は
前
月
比
で
微
減
と

な
っ
た
。
プ
レ
カ
ッ
ト
加
工
の
稼
働
率
は
前

月
比
１
３
０
％
、
前
年
同
月
比
は
１
８
５
％

で
推
移
し
た
。

【
紙
・
加
工
品
】

　
円
安
の
影
響
に
よ
り
原
材
料
等
諸
経
費
の

高
止
ま
り
が
続
い
て
い
る
。

【
印　
刷
】

　
７
月
の
参
議
院
選
挙
に
関
連
す
る
案
件
で

一
部
に
活
況
の
動
き
が
見
ら
れ
る
も
の
の
、

総
じ
て
例
年
通
り
低
調
な
状
況
と
な
っ
て
い

る
。
デ
ジ
タ
ル
化
の
進
展
な
ど
に
よ
り
大
量

印
刷
の
将
来
性
が
厳
し
い
と
の
見
方
が
強
ま

っ
て
い
る
。

【
窯
業
・
土
石
製
品
】

　
総
じ
て
、
５
月
の
生
コ
ン
出
荷
量
は
、
前

月
比
で
約
５
％
減
少
、
前
年
同
月
比
で
約
11

％
減
少
し
た
た
め
、
売
上
は
減
少
、
業
況
は

依
然
と
し
て
厳
し
い
。
若
手
人
材
の
確
保
に

苦
慮
し
て
お
り
、
今
後
の
事
業
継
続
上
の
課

題
と
な
っ
て
い
る
。

【
金
属
製
品
】

　
業
種
、
業
態
で
状
況
は
異
な
る
も
の
の
、

価格転嫁による販売単価上昇が
需要減退につながる動きあり
人手不足極めて深刻、
米国関税の影響懸念で先行き見通し難
～景況DI値は、前年同月比２.７ポイント上昇のマイナス１０.５～

月5

＊DIとは景気の動きをとらえるための指標。「増加、上昇、好転」の割合から「減少、低下、悪化」の割合を差し引いた値。

　全業種景況DI値は、前月比１０.５ポイント上昇のマイナス１８.４、前年同月比２.７ポイント上昇のマイ
ナス１０.５となった。製造業では、原材料費等経費増の価格転嫁は一部にとどまり、収益が改善しないた
め賃上げ財源の確保は困難。また、輸出関連の業種を中心に米国関税の影響により取引先の生産体制
の見直しに伴う受注量への影響が懸念されるなど不透明な状況にある。非製造業では、インバウンド需
要に加え大型連休もあり人流・宿泊は増加したものの、コメ価格高騰など物価高に伴う消費マインドの減
退の影響は続き、飲食、小売を中心に厳しい状況が続いている。県内景況は、原材料、商品仕入価格、エ
ネルギー価格、物流費、人件費等の上昇・高止まりに伴う経費増が続き、一部経費の価格転嫁により販
売単価は上昇しているが、需要減退に繋がる動きもあり、依然として厳しい。加えて、人手不足は極めて深
刻であり、米国関税の影響も懸念されるなど先行き見通しが立たない状況にある。

景気動向（前年同月比全業種DI） 売上高 収益状況 景況

R5/5 R6/5 R7/5
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令和7年7月1日

非
製
造
業

総
じ
て
自
動
車
関
連
企
業
の
業
況
は
軒
並
み

厳
し
い
。
製
造
業
全
体
の
不
安
要
素
が
依
然

と
し
て
強
く
、
米
国
関
税
な
ど
に
よ
る
自
動

車
関
連
部
品
の
低
迷
に
伴
う
発
注
数
量
の
減

少
な
ど
、
先
行
き
不
透
明
感
が
強
ま
っ
て
い

る
。
半
導
体
関
係
に
つ
い
て
は
、
A
I
デ
ー

タ
セ
ン
タ
ー
向
け
の
先
端
半
導
体
が
動
い
て

い
る
も
の
の
、
恩
恵
が
あ
る
の
は
一
部
企
業

に
留
ま
る
。

【
鉄
骨
加
工
】

　
見
積
件
数
、
引
き
合
い
案
件
は
少
な
く
、

手
持
ち
工
事
量
は
減
少
傾
向
が
続
い
て
い
る
。

現
在
は
２
〜
３
カ
月
程
度
は
工
場
加
工
費
・

稼
働
率
に
大
き
な
変
化
は
な
い
。
ま
た
、
２

０
２
４
年
問
題
の
影
響
で
人
件
費
、
燃
料
費
、

輸
送
コ
ス
ト
の
高
騰
が
続
い
て
い
る
。

【
金
属
熱
処
理
】

　
５
月
の
受
注
状
況
は
前
月
比
、
前
年
同
月

比
で
い
ず
れ
も
減
少
し
た
。
自
動
車
、
建
設

機
械
、
農
業
機
械
等
の
も
の
づ
く
り
企
業
も

低
迷
状
態
が
継
続
し
て
い
る
が
、
一
部
の
顧

客
に
受
注
増
加
の
動
き
が
見
ら
れ
る
。

【
電
気
機
械
器
具
】

　
米
国
関
税
に
よ
る
影
響
は
今
後
の
不
安
要

素
と
な
っ
て
お
り
、
業
界
動
向
は
依
然
と
し

て
低
迷
し
て
い
る
。
今
後
に
つ
い
て
も
、
年

内
の
回
復
は
困
難
の
見
通
し
と
な
っ
て
い
る
。

人
手
不
足
が
深
刻
と
な
っ
て
お
り
、
人
材
確

保
の
た
め
賃
上
げ
は
必
至
で
あ
る
が
、
価
格

転
嫁
は
困
難
な
た
め
利
益
確
保
が
厳
し
い
状

況
。

【
卸
売
業
】

　
青
果
関
係
で
は
、
売
上
高
は
前
月
比
で
は

単
価
の
変
動
が
少
な
く
取
扱
数
量
と
同
様
に

増
加
し
た
が
、
前
年
同
月
比
で
は
単
価
の
低

下
に
よ
り
減
少
し
た
。
鮮
魚
関
係
で
は
、
前

月
比
、
前
年
同
月
比
と
も
取
扱
数
量
は
増
加

し
、
売
上
高
も
増
加
し
た
。
事
務
機
器
関
係

で
は
、Ｗ
ｉ
ｎ
ｄ
ｏ
ｗ
ｓ
10
の
サ
ポ
ー
ト
切

れ
に
伴
う
買
換
需
要
に
よ
り
パ
ソ
コ
ン
関
係

は
好
調
と
な
っ
て
い
る
。
総
じ
て
、
食
料
品
、

消
耗
品
等
の
値
上
げ
に
加
え
、
燃
料
費
の
上

昇
に
よ
る
原
価
へ
の
影
響
が
懸
念
さ
れ
る
。

ま
た
、
仕
入
配
送
に
関
わ
る
コ
ス
ト
増
の
影

響
、
配
送
の
減
便
と
そ
れ
に
伴
う
ト
ラ
ッ
ク

の
大
型
化
等
が
見
受
け
ら
れ
る
。
人
材
確
保

が
難
し
く
な
っ
て
い
る
。
水
産
物
関
連
で
は
、

巻
き
網
は
月
を
通
じ
て
マ
イ
ワ
シ
の
豊
漁
が

続
き
、
後
半
に
ロ
ー
ソ
ク
サ
バ
の
混
獲
が
増

え
始
め
た
。
マ
グ
ロ
漁
は
例
年
よ
り
１
週
間

は
や
く
始
ま
り
、
脂
の
乗
り
は
良
好
。
紅
ズ

ワ
イ
ガ
ニ
は
天
候
に
も
恵
ま
れ
昨
年
に
比
べ

水
揚
げ
量
は
２
割
程
度
増
加
、
年
末
需
要
の

思
惑
買
い
も
あ
っ
て
高
値
で
推
移
し
た
。

【
リ
サ
イ
ク
ル
原
料
】

　
非
鉄
金
属
関
連
に
お
い
て
米
国
関
税
の
影

響
が
見
受
け
ら
れ
る
。
古
紙
の
発
生
は
依
然

と
し
て
減
少
と
な
っ
て
い
る
。

【
小
売
業
・
商
店
街
】

　
鳥
取
市
の
商
店
街
で
は
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド

が
引
き
続
き
好
調
で
あ
る
の
に
加
え
て
、
大

型
連
休
も
天
候
に
恵
ま
れ
、
観
光
・
宿
泊
客

の
来
街
者
は
増
加
し
た
。
商
品
等
仕
入
価
格

の
高
騰
に
伴
う
販
売
価
格
の
値
上
げ
に
よ
っ

て
売
上
増
と
な
っ
て
い
る
が
、
消
費
マ
イ
ン

ド
は
低
下
傾
向
が
続
い
て
お
り
、
収
益
の
好

転
ま
で
に
は
繋
が
ら
な
い
状
況
に
あ
る
。
鳥

取
市
の
水
産
物
小
売
で
は
、
大
型
連
休
が
飛

び
石
連
休
と
な
っ
た
た
め
、
来
場
者
は
前
年

同
月
比
で
若
干
減
少
と
な
っ
た
。
倉
吉
市
の

商
店
街
で
は
、
県
立
美
術
館
の
グ
ラ
ン
ド
オ

ー
プ
ン
以
来
、
倉
吉
へ
の
来
訪
者
は
着
実
に

増
加
し
て
お
り
、
近
隣
の
白
壁
土
蔵
群
へ
の

来
訪
も
増
加
し
て
い
る
。
し
か
し
商
店
街
へ

の
来
街
者
が
増
加
し
て
い
る
感
は
未
だ
見
ら

れ
な
い
。
今
後
、
県
立
美
術
館
の
効
果
に
期

待
が
持
た
れ
る
。
米
子
市
の
商
店
街
で
は
、

大
型
連
休
中
は
人
通
り
も
多
く
、
来
客
も
前

年
同
様
の
賑
わ
い
と
な
っ
た
。
イ
ン
バ
ウ
ン

ド
は
増
加
傾
向
に
あ
る
。

【
旅
館
・
観
光
】

　
鳥
取
市
の
鳥
取
砂
丘
で
は
、
大
型
連
休
後

半
は
天
気
も
良
く
、
多
く
の
人
出
で
賑
わ
っ

た
。
曜
日
の
関
係
等
で
前
年
よ
り
入
り
込
み

数
は
減
少
し
た
が
、
販
売
価
格
を
上
げ
た
影

響
に
よ
り
大
型
連
休
期
間
中
の
売
上
は
前
年

よ
り
微
増
と
な
っ
た
。
そ
の
後
も
団
体
ツ
ア

ー
や
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
等
の
入
り
込
み
は
好
調

で
あ
っ
た
。
米
子
市
の
ホ
テ
ル
・
旅
館
で
は
、

売
上
高
は
前
月
比
で
増
加
し
た
が
、
前
年
同

月
比
で
は
横
ば
い
と
な
っ
た
。
皆
生
温
泉
エ

リ
ア
で
は
飲
食
店
が
増
え
、
活
気
が
出
始
め

て
い
る
。
依
然
と
し
て
人
材
不
足
が
常
態
化

し
て
い
る
。
三
朝
温
泉
で
は
、
大
型
連
休
中

は
特
に
多
く
の
来
客
が
あ
り
、
２
週
目
以
降

も
週
末
は
例
年
に
比
べ
人
出
が
多
か
っ
た
。

ま
た
平
日
に
は
団
体
ツ
ア
ー
が
多
か
っ
た
。

前
年
同
月
比
で
宿
泊
料
金
は
上
昇
し
て
お
り
、

売
上
は
増
加
、
収
益
状
況
も
改
善
し
た
。
羽

合
温
泉
で
は
、
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
国
際
大
会

等
に
よ
る
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
客
の
増
加
に
加
え

て
、
各
種
イ
ベ
ン
ト
集
客
が
宿
泊
増
に
繋
が

っ
た
た
め
、
前
年
同
月
比
で
も
約
２
５
％
の

増
加
と
な
っ
た
。

【
自
動
車
整
備
業
】

　
５
月
の
新
車
販
売
は
普
通
車
・
軽
自
動
車

を
合
わ
せ
て
１
，３
０
２
台
で
前
年
同
月
比
は

４
．４
％
の
減
少
で
あ
っ
た
。
中
古
車
販
売
は

普
通
車
・
軽
自
動
車
を
合
わ
せ
て
７
０
６
台

で
前
年
同
月
比
は
８
．３
％
の
増
加
で
あ
っ
た
。

継
続
検
査
は
普
通
車
・
軽
自
動
車
を
合
わ
せ

て
１
４
，７
５
７
台
で
前
年
同
月
比
２
．３
％

の
減
少
、
大
型
連
休
の
影
響
で
業
務
量
が
減

少
し
て
い
る
。

【
建
設
業
】

　
４
月
の
県
内
公
共
工
事
発
注
（
西
日
本
建

設
業
保
証
㈱
保
証
取
扱
）は
、請
負
金
額
１
３

７
億
円
（
前
年
同
月
比
０
．６
％
減
）、
件
数

１
９
１
件
（
前
年
同
月
比
14
．０
％
減
）
と
な

っ
た
。
地
区
別
で
は
、
前
年
同
月
比
で
中
部
、

日
野
地
区
で
大
幅
増
加
、
西
部
地
区
は
前
年

並
み
、
東
部
、
八
頭
地
区
で
減
少
と
な
っ
た
。

公
共
投
資
は
単
月
で
小
幅
な
前
年
同
月
比
マ

イ
ナ
ス
。
設
備
投
資
も
単
月
で
前
年
同
月
比

マ
イ
ナ
ス
と
な
り
、
３
ヵ
月
平
均
も
マ
イ
ナ

ス
が
続
く
。
住
宅
投
資
は
単
月
、
３
ヵ
月
平

均
と
も
に
前
年
同
月
比
マ
イ
ナ
ス
と
な
っ
た
。

資
材
価
格
や
労
務
費
の
高
騰
に
よ
る
コ
ス
ト

増
や
人
手
不
足
か
ら
、
売
上
・
採
算
の
悪
化

は
継
続
し
て
い
る
。

【
運
輸
業
】

　
５
月
の
物
流
は
、
売
上
は
前
月
比
、
前
年

同
月
比
と
も
に
減
少
し
て
お
り
、
人
件
費
及

び
車
両
本
体
価
格
な
ど
の
高
騰
は
依
然
と
し

て
厳
し
い
。
燃
料
費
は
補
助
金
の
復
活
も
あ

り
大
幅
に
低
下
し
た
が
、
依
然
と
し
て
高
い

状
況
。
荷
動
き
に
つ
い
て
は
、
４
月
の
引
越

シ
ー
ズ
ン
も
ひ
と
段
落
し
、
引
越
関
係
需
要

が
鈍
化
、
地
場
生
産
関
係
の
輸
送
に
つ
い
て

も
低
水
準
で
あ
る
。
ド
ラ
イ
バ
ー
不
足
は
深

刻
と
な
っ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
（
情
報
連
絡
員　
38
名
）

【
食
料
品
】

　
電
気
、Ｌ
Ｐ
ガ
ス
等
光
熱
費
の
高
止
ま
り

に
加
え
て
、
一
時
落
ち
着
い
て
い
た
鶏
卵
価

格
が
上
昇
傾
向
に
あ
り
、
収
益
を
圧
迫
し
て

い
る
。
観
光
土
産
品
は
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
需
要

に
よ
り
好
調
。
味
噌
・
醤
油
業
界
で
は
、
こ

こ
数
ヵ
月
で
製
品
の
値
上
げ
は
進
ん
だ
が
、

値
上
げ
に
伴
う
需
要
減
に
よ
り
数
量
が
減
少

し
、
収
益
の
改
善
に
は
至
っ
て
い
な
い
。

【
繊
維
・
同
製
品
】

　
国
内
マ
ー
ケ
ッ
ト
は
相
変
わ
ら
ず
冷
え
込

ん
で
お
り
、
衣
料
品
需
要
に
改
善
の
兆
し
は

見
ら
れ
な
い
。
生
産
拠
点
は
日
本
に
戻
っ
て

く
る
動
き
も
み
ら
れ
る
。
物
価
高
に
よ
り

種
々
の
経
費
が
上
昇
し
て
い
る
が
、
す
べ
て

転
嫁
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
収
益
状
況
は
厳

し
い
。

【
家
具
装
備
品
】

　
需
要
低
迷
の
な
か
、
物
価
高
に
伴
う
原
材

料
や
燃
料
費
の
上
昇
に
よ
り
収
益
性
が
低
下

し
た
。

【
木
材
・
木
製
品
】

　
製
材
用
素
材
の
入
荷
量
は
前
月
比
、
前
年

同
月
比
と
も
に
減
少
、
製
材
品
の
生
産
量
は

減
少
、
合
板
の
生
産
量
は
前
月
比
で
微
減
と

な
っ
た
。
プ
レ
カ
ッ
ト
加
工
の
稼
働
率
は
前

月
比
１
３
０
％
、
前
年
同
月
比
は
１
８
５
％

で
推
移
し
た
。

【
紙
・
加
工
品
】

　
円
安
の
影
響
に
よ
り
原
材
料
等
諸
経
費
の

高
止
ま
り
が
続
い
て
い
る
。

【
印　
刷
】

　
７
月
の
参
議
院
選
挙
に
関
連
す
る
案
件
で

一
部
に
活
況
の
動
き
が
見
ら
れ
る
も
の
の
、

総
じ
て
例
年
通
り
低
調
な
状
況
と
な
っ
て
い

る
。
デ
ジ
タ
ル
化
の
進
展
な
ど
に
よ
り
大
量

印
刷
の
将
来
性
が
厳
し
い
と
の
見
方
が
強
ま

っ
て
い
る
。

【
窯
業
・
土
石
製
品
】

　
総
じ
て
、
５
月
の
生
コ
ン
出
荷
量
は
、
前

月
比
で
約
５
％
減
少
、
前
年
同
月
比
で
約
11

％
減
少
し
た
た
め
、
売
上
は
減
少
、
業
況
は

依
然
と
し
て
厳
し
い
。
若
手
人
材
の
確
保
に

苦
慮
し
て
お
り
、
今
後
の
事
業
継
続
上
の
課

題
と
な
っ
て
い
る
。

【
金
属
製
品
】

　
業
種
、
業
態
で
状
況
は
異
な
る
も
の
の
、
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知
っ
て
お
き
た
い
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
対
策

外
国
人
の
地
域
へ
の
定
着
と
共
生
に
向
け

　
　
　
　
　
　
　
　
「
水
か
け
祭
り
」を
視
察

第
10
回
大
山
お
地
蔵
さ
ま

　
　

フ
ェス
テ
ィ
バ
ル
を
開
催
！

　
協
同
組
合
鳥
取
フ
ー
ド
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
協
同
組
合（
理
事
長
・
岩
﨑
陽
一
氏
）

は
、本
会
の
連
携
組
織
付
加
価
値
向
上

事
業
を
活
用
し
て
、５
月
17
日
〜
18
日

に
か
け
、㈱
寺
谷
組
の
平
尾
社
長
を
は

じ
め
外
国
人
技
能
実
習
生
、組
合
事
務

局
が
参
加
し
て
広
島
市「
ひ
ろ
し
ま
ゲ

ー
ト
パ
ー
ク
」で
開
催
さ
れ
た
ミ
ャ
ン

マ
ー
・
水
か
け
祭
り
を
視
察
し
た
。

　
近
年
、地
方
企
業
の
人
手
不
足
が
深

刻
化
す
る
中
、外
国
人
が
地
域
に
定
着

し
、共
生
し
て
い
く
た
め
に
は
、組
合

が
ミ
ャ
ン
マ
ー
母
国
の
文
化
を
取
り
入

れ
た「
水
か
け
祭
り
」を
開
催
し
、地

域
の
魅
力
や
人
と
人
と
の
繋
が
り
を
深

め
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
と
し
、こ
の

た
び
の
視
察
に
お
い
て
祭
り
の
規
模
や

受
付
手
順
、ブ
ー
ス
出
店
で
提
供
す
る

料
理
な
ど
確
認
し
た
後
、祭
り
の
運
営

体
制
や
資
金
調
達
方
法
な
ど
主
催
者
と

意
見
交
換
し
た
。

　
今
回
の
視
察
を
通
じ
て
①
祭
り
の
運

営
体
制
に
お
い
て
組
合
が
実
行
委
員
会

を
立
ち
上
げ
て
提
供
す
る
料
理
を
調
整

す
る
。 

②
今
後
の
活
動
を
継
続
す
る
た

め
明
確
な
資
金
計
画
を
作
成
し
資
金
の

調
達
方
法
を
検
討
す
る
。 

③
食
材
の
衛

生
管
理
に
つ
い
て
保
存
状
態
な
ど
明
確

な
基
準
を
設
け
対
応
策
を
講
ず
る
な
ど
、

組
合
が
今
後
検
討
す
べ
き
事
項
が
明
確

と
な
っ
た
。

　
㈱
寺
谷
組
の
平
尾
社
長
は「
日
本
で

頑
張
っ
て
い
る
ミ
ャ
ン
マ
ー
の
人
々
が

集
ま
り
、楽
し
み
な
が
ら
意
見
交
換
し

て
い
る
姿
を
見
る
と
、日
本
人
の
我
々

も
協
力
で
き
る
こ
と
を
応
援
し
よ
う
と

い
う
気
持
ち
に
な
っ
た
」と
感
想
を
述

べ
た
。　
　
　
　
（
組
織
支
援
部　
北
浦
）

　
鳥
取
県
西
部
中
小
企
業
青
年
中
央
会（
会
長
・
永
井

拓
未
氏
）は
、５
月
31
日
、米
子
市「
湊
山
公
園
」及
び
６

月
１
日
、大
山
町「
大
山
寺
参
道
」に
お
い
て
、「
第
10
回

大
山
お
地
蔵
さ
ま
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」を
開
催
し
た
。

　
こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、大
山
の
お
地
蔵
さ
ま
に
ス
ポ
ッ

ト
を
あ
て
、子
供
た
ち
が
地
域
に
愛
着
を
持
つ
き
っ
か

け
に
し
よ
う
と
毎
年
開
催
し
て
い
る
も
の
で
、今
年
は

10
周
年
を
記
念
し
、米
子
の
日
、大
山
の
日
と
し
て
開

催
し
た
。

　
１
日
目
の
米
子
の
日
・
ド
リ
ー
ム
ラ
ン
タ
ン
ナ
イ
ト

で
は
、お
地
蔵
さ
ま
作
品
表
彰
式
が
行
わ
れ
る
と
と
も

に
、参
加
者
が
ヘ
リ
ウ
ム
ガ
ス
と
Ｌ
Ｅ
Ｄ
ラ
イ
ト
の
付

い
た
ラ
ン
タ
ン
を
、カ
ウ
ン
ト
ダ
ウ
ン
に
併
せ
て
一
斉

に
夜
空
に
放
ち
、幻
想
的
で
彩
り
豊
か
な
灯
り
に
多
く

の
来
場
者
か
ら
歓
声
が
上
が
っ
た
。

　
２
日
目
の
大
山
の
日
・
お
地
蔵
さ
ま
清
掃
で
は
、会

員
や
一
般
参
加
の
親
子
連
れ
ら
が
参
加
し
、グ
ル
ー
プ

に
分
か
れ
て
大
山
寺
参
道
の
お
地
蔵
さ
ま
を
清
掃
、た

わ
し
や
ブ
ラ
シ
を
使
っ

て
丁
寧
に
磨
き
上
げ
た
。

　
永
井
会
長
は「
地
域

の
お
子
様
が
た
く
さ
ん

参
加
し
て
く
れ
ま
し
た
。

晴
天
の
も
と
開
催
で
き

て
よ
か
っ
た
。」と
話
す

な
ど
、と
て
も
有
意
義

な
イ
ベ
ン
ト
と
な
っ
た
。

　

  （
米
子
支
所　
西
尾
）

　
鳥
取
県
鉄
筋
協
同
組
合（
理
事
長
・
森
本

泰
司
氏
）は
、本
会
連
携
組
織
付
加
価
値
向

上
事
業
を
活
用
し
て
、５
月
23
日
、鳥
取
市

末
広
温
泉
町「
白
兎
会
館
」に
お
い
て
研
修

会
を
開
催
し
た
。

　
研
修
会
で
は
、「
人
手
不
足
時
代
に
知
っ

て
お
き
た
い
！
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
対
策
」を

テ
ー
マ
に
三
井
住
友
海
上
火
災
保
険
株
式

会
社
・
経
営
リ
ス
ク
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
・
古
山

直
子
氏
を
講
師
に
、労
働
災
害
で
問
わ
れ
る

企
業
の
責
任
や
企
業
に
求
め
ら
れ
る
安
全

配
慮
義
務
な
ど
事
例
を
交
え
な
が
ら
説
明

を
受
け
る
と
と
も
に
、メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
の

基
礎
知
識
、う
つ
病
の
診
断
基
準
、自
分
自

身
で
心
や
身
体
の
管
理
や
手
入
れ
等
を
行

う
セ
ル
フ
ケ
ア
の
重
要
性
や
就
業
規
則
の

見
直
し
な
ど
に
つ
い
て
示
唆
を
受
け
た
。

　
参
加
者
か
ら
は
、「
労
働
災
害
事
例
な
ど

と
て
も
参
考
に
な
っ
た
」「
社
員
等
日
頃
の

ケ
ア
が
必
要
だ
と
感
じ
た
」と
い
っ
た
声
も

聞
か
れ
た
。　
　
　

  （
組
織
支
援
部　
上
根
）

水かけ祭りの参加者

ランタンナイトの様子

研修会の様子
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（教育・マイカー・リフォーム・フリー・サポート「絆」）
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フリーダイヤルにお気軽にお問い合わせください。
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鳥
取
労
働
局
で
は
、
応
募
者
の
基
本
的
人
権
を
尊
重
し
、

広
く
応
募
者
に
門
戸
を
開
く
と
と
も
に
、
適
正
・
能
力
に
基

づ
い
た
採
用
選
考
を
行
う
公
正
な
採
用
選
考
シ
ス
テ
ム
の
確

立
が
図
ら
れ
る
よ
う
周
知
・
啓
発
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

昨
今
、
情
報
化
の
進
展
に
伴
い
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
に
差

別
的
な
書
き
込
み
が
行
わ
れ
る
な
ど
の
状
況
変
化
が
生
じ
て

い
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
国
と
し
て
部
落
差
別
を
解
消
す
る
た

め
の
教
育
・
啓
発
等
の
取
組
み
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

公
正
な
採
用
選
考
シ
ス
テ
ム
の
確
立
に
向
け
て
は
、
企
業

に
対
す
る
周
知
・
啓
発
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
が
、
そ
の
一

方
で
、
採
用
担
当
者
の
み
な
ら
ず
企
業
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
に
お

い
て
も
、
面
接
や
応
募
用
紙
等
で
「
家
族
」
や
「
個
人
の
プ

ラ
イ
バ
シ
ー
・
身
体
等
」
に
関
す
る
こ
と
を
把
握
す
る
な
ど
、

就
職
差
別
に
つ
な
が
る
お
そ
れ
の
あ
る
不
適
切
な
事
象
も
依

然
と
し
て
発
生
し
て
い
る
現
状
に
あ
り
ま
す
。

　

公
正
採
用
選
考
の
趣
旨
を
改
め
て
ご
理
解
い
た
だ
き
、「
公

正
採
用
選
考
人
権
啓
発
推
進
員
」
の
適
正
な
配
置
、
推
進
員

や
企
業
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
に
対
し
て
鳥
取
労
働
局
及
び
鳥
取
県

が
行
う
研
修
会
へ
の
積
極
的
な
参
加
、
適
正
な
応
募
用
紙
の

使
用
等
公
正
な
採
用
選
考
が
実
現
さ
れ
る
よ
う
、
ご
協
力
を

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

企
業
等
に
お
け
る
公
正
な

　
　
採
用
選
考
の
実
現
に
向
け
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　  

（
鳥
取
労
働
局
）

会
長 

灘
本
陽
子
氏

鳥
取
女
性
中
央
会

　
こ
の
度
、
第
37
回
通
常
総
会
に
お
い
て
、
会
長
に
就
任

い
た
し
ま
し
た
灘
本
陽
子
と
申
し
ま
す
。
こ
れ
ま
で
当
会

を
支
え
て
こ
ら
れ
ま
し
た
歴
代
の
会
長
・
会
員
の
皆
様
の

ご
尽
力
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
今
、
世
の
中
の
動
き
は
と
て
も
速
く
、
私
た
ち
中
小
企

業
に
と
り
ま
し
て
も
柔
軟
な
対
応
と
新
し
い
視
点
が
求
め

ら
れ
る
時
代
に
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
中
、
鳥
取
女
性

中
央
会
の
強
み
は
東
部
・
中
部
・
西
部
の
幅
広
い
地
域
会

員
で
交
流
を
深
め
活
動
し
て
い
け
る
こ
と
だ
と
思
っ
て
お

り
ま
す
。
女
性
経
営
者
や
女
性
リ
ー
ダ
ー
は
家
庭
・
地
域
・

企
業
の
さ
ま
ざ
ま
な
場
面
で
日
々
役
割
を
担
い
な
が
ら
、

柔
軟
に
し
な
や
か
に
活
躍
し
て
い
ま
す
。

　
女
性
な
ら
で
は
の
視
点
で
感
じ
た
気
づ
き
を
事
業
に
取

り
入
れ
、
会
員
の
皆
さ
ま
と
共
に
学
び
支
え
合
い
な
が
ら

「
楽
し
く
」「
実
り
あ
る
」
活
動
を
続
け
て
い
く
所
存
で
す
。

　
微
力
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
尽
力
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、

今
後
と
も
ご
指
導
ご
鞭
撻
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

新
会
長
就
任
の
挨
拶
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0857-22-0050 0858-75-0170 0858-22-0870 0858-35-4130 0859-75-2942

0857-72-2511 0858-72-3351 0858-52-1001 0858-36-6220 0858-43-18830858-36-6220 0858-43-1883 0859-82-0223

0859-53-47870859-47-4540

0859-32-2633 0859-66-4011

0859-53-47870859-47-4540

,
0859-32-2633 0859-66-4011

683-0812 1 76
URL www.tor ver-ren.com

令和７年度 雇用保険料率のご案内
◆ 令和７年４月１日から令和８年３月31日までの雇用保険料率は以下のとおりです
●失業等給付等の保険料率は、労働者負担・事業主負担ともに5.5/1,000に変更になります。
　（農林水産・清酒製造の事業及び建設の事業は6.5/1,000に変更になります。）
●雇用保険二事業の保険料率（事業主のみ負担）は、引き続き3.5/1,000です
　（建設の事業は4.5/1,000です。 ）

＜令和7年度の雇用保険料率＞　※赤字は変更部分

（枠内の下段は令和5年4月～令和7年3月の雇用保険料率）

※ 園芸サービス、牛馬の育成、酪農、養鶏、養豚、内水面養殖および特定の船員を雇用する事業については一般の事業の率が適用されます。

①
労働者負担

（失業等給付・育児休業
給付の保険料率のみ）

②
事業主負担 失業等給付・

育児休業給付の
保険料率

雇用保険二事業
の保険料率

① ＋ ②
雇用保険料率

一般の事業

事業の種類

負担者

（令和6年度）

5.5/1,000
6/1,000

　　　　　　　　※農林水産・
清酒製造の事業
（令和6年度）

6.5/1,000
7/1,000

建設の事業

（令和6年度）

6.5/1,000
7/1,000

9/1,000
9.5/1,000

10/1,000
10.5/1,000

11/1,000
11.5/1,000

5.5/1,000
6/1,000

6.5/1,000
7/1,000

6.5/1,000
7/1,000

3.5/1,000
3.5/1,000

3.5/1,000
3.5/1,000

4.5/1,000
4.5/1,000

14.5/1,000
15.5/1,000

16.5/1,000
17.5/1,000

17.5/1,000
18.5/1,000

ＩＮＦＯＲＭＡＴＩＯＮ
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令和7年7月1日 中央会の動き

　
梅
雨
の
時
期
に
な
り
雨
の
日
が
多
く
な

る
と
思
っ
て
い
ま
し
た
が
、
意
外
と
晴
れ

の
日
が
多
く
、
時
に
は
真
夏
の
よ
う
な
天

気
も
あ
り
ま
し
た
。
最
近
は
春
や
秋
が
短

く
な
り
、「
四
季
」で
は
な
く「
二
季
」に

な
っ
て
き
た
な
と
感
じ
ま
す
。
気
候
の
変

化
に
戸
惑
う
こ
と
も
多
い
で
す
が
、
な
ん

と
か
今
年
の
夏
も
乗
り
切
り
ま
し
ょ
う
。

　
そ
ん
な
６
月
は
私
の
誕
生
月
で
し
た
。

昔
は
楽
し
み
だ
っ
た
誕
生
日
も
、
最
近
は

「
ま
た
歳
を
と
っ
た
か
…
」と
少
し
複
雑
な

気
持
ち
に
な
り
ま
す
。
年
齢
だ
け
増
え
て

い
く
の
は
悔
し
い
の
で
、
せ
め
て
中
身
も

少
し
ず
つ
成
長
し
て
い
け
る
よ
う
に
日
々

努
力
し
て
い
き
た
い
で
す
。
（
ナ
ゴ
シ
）

編
集
後
記

　

５
月
27
日
、
鳥
取
県
、
鳥
取
労
働
局
、
鳥
取
県

教
育
委
員
会
は
共
同
で
、
新
規
高
等
学
校
卒
業
者

の
県
内
就
業
に
向
け
た
取
り
組
み
の
要
請
を
、
本

会
を
含
む
経
済
４
団
体
に
対
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

若
年
労
働
力
の
減
少
が
進
む
中
、
一
人
で
も
多

く
の
若
者
を
地
元
の
事
業
所
で
正
社
員
と
し
て
雇

用
し
、
将
来
の
本
県
産
業
を
担
う
人
材
と
し
て
育

成
・
定
着
さ
せ
て
い
く
こ
と
は
、
鳥
取
県
の
未
来

を
ひ
ら
く
上
で
必
要
不
可
欠
で
す
。

　

会
員
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
も
、
教
育
訓
練

の
機
会
の
提
供
に
よ
る
人
材
育
成
、
働
き
や
す
い

職
場
環
境
の
整
備
、
生
産
性
向
上
と
賃
金
引
上
げ
、

適
正
な
人
事
評
価
等
に
よ
る
処
遇
の
向
上
な
ど
、

魅
力
あ
る
雇
用
の
場
の
創
出
に
向
け
御
尽
力
い
た

だ
く
と
と
も
に
、
若
者
の
県
内
就
職
の
促
進
に
向

け
て
、
長
期
的

な
採
用
計
画
の

策
定
、
求
人
票

の
早
期
提
出
及

び
校
正
採
用
の

実
施
に
つ
い
て

ご
協
力
い
た
だ

き
ま
す
よ
う
、

よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

新
規
高
等
学
校
卒
業
者
の

　
県
内
就
業
に
向
け
た

　
　
取
り
組
み
に
ご
協
力
を
！

中央会・組合の 行事予定
日 曜日 行事内容 ・ 時間 ・ 場所

月7

 8 火

鳥取県中小企業団体中央会と大樹生命保険株式会社
山陰支社との連携協定締結式 １０：００ 中央会

中国ブロック指導員研究会（商業） 1４：００
 岡山芸術創造劇場ハレノワ（９日まで）

 9 水
販路開拓支援事業・展示会出展支援 １０：００
（対象：鳥取県金属熱処理(協業)）
 幕張メッセ（１１日まで）

 14 月 中国ブロック指導員研究会（労働） １４：００
 KDDI維新ホール（１５日まで）

 15 火 西部青年中央会　総会・卒会式・懇親会 17：30
 ANAクラウンプラザホテル米子

 18 金 中国ブロック青年中央会通常総会・研究会 １４：３０
 サンラポーむらくも

 22 火 中部青年中央会通常総会 １９：００
 倉吉シティホテル

 24 木 東部青年中央会通常総会・懇親会 18：40
 ホテルニューオータニ鳥取

 28 月 県中小企業青年中央会通常総会・50周年記念式典・
祝賀会 １７：００ ANAクランプラザホテル

※組合等の行事を情報交換の場として組合活性化情報「中小企業とっとり」に掲
載しておりますので、組合での行事等がございましたら本会までご連絡下さい。

※6月20日時点で把握している情報を掲載しています。

　1日（火）　　8日（火）　15日（火） 
22日（火）　29日（火）

7月の倉吉出張所相談日のお知らせ

要請活動の様子

【参 加 費】 １人あたり ６,6００円



発
行
人
　
鳥
取
県
中
小
企
業
団
体
中
央
会

　
　
　
　
〒
680‐

0845 鳥
取
市
富
安
１
丁
目９６

　
　
　
　
T
EL（
０８５７

）２６‐６６７１（
代
）・
FA
X（
０８５７

）２７‐１９２２

倉
吉
出
張
所
 〒
682‐

0887 倉
吉
市
明
治
町（
倉
吉
商
工
会
議
所
内
）

 
T
EL・
FA
X（
０８５８

）２２‐１７０６
米
子
支
所
 〒
683‐

0823 米
子
市
加
茂
町（
米
子
商
工
会
議
所
５
階
）

 
T
EL （０８５９

）３４‐２１０５・
FA
X（
０８５９

）３４‐６４４１

毎
月
１
回
１
日
発
行
　
中
央
印
刷
株
式
会
社
　
印
行

購
読
料
　
1部
　
７０
円
　
T
EL（
０８５７

）５３‐２２２１
（
会
員
の
購
読
料
は
会
費
に
含
ま
れ
て
い
ま
す
）

U
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https://w
w
w
.chuokai-tottori.or.jp

E
-m
ail honbu@

chuokai-tottori.or.jp
中
小
企
業
と
っ
と
り
　
令
和
7
年
7
月
1
日
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